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ここ・に収銖:し戻のは、

私有林圣営の夷悠分折方浅

奇林衆の収興並びに眼知磚の劾宰に列する碧家

玄献の昭仆之批荆

の・稲であるが、前将W、さるノノ冃/广日K林業試駿埸で術曜さ 

K核圣自戻保林米専门技術真の曲会(ておひて、表題の下R兩義し 

匠原稿皿干浦畢WT正を加えほものぐあイ)、後稿或 ぞKと密接な 

丙保がある塞営の収我蛆や投資の効牟を坂つfe文狀の楚浬の先め代 

工りぎエあ尽ものである。

亜営硏充室
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払有林経営の実態分柝方法

/,私有林経営の日標ヒ終営の形態

•林業彼営の実態を分掘して経営合理化の方法を考えるばあいに、 

まづ検討を要するのは経営の目標航どこにおかれているかをみるこ 

とである。すな・わぢ経営が合理化されているかどうかを客観的に利 

断するには、この経営目標がどの程度註で産せら松ているかを実態 

分析によってたしかめることにある。(註)

ところでこの径営の目標なるものは、その経営がどんな形態のも 

のであるかによって異ってくる。経営の形態は分類の據呉を何にす 

るかによっていろいろに分けられるカ、'、、いまわが国Iこみら股る私有 

林経営を对象として生産物の商呂化の程度と建営霎素の济有関係に 

よって大きく分けてみれば次の3つになる。

/は、自己切・有の林地に、主に自己資金をもって屋入した労働力 

と購入した物財とを投入して商呂としての立木を生産するものであ 

る。この種の經営は一般に大規模で、用秘林業地についてみめば大 

凡のところ5 〇町歩以•上がこれI乙相当しよラ。またこの種の経営者・ 

は農業とか商工業とかを兼ねているものが多く、在かには林業より 

もその方が、主業になっているものもあるが、概していえば、林業を 

專業また,は主業としている。

2は、同じく自己肉有の林地において商呂ヒしての立木生産を主. 

としてはいるが、、労働力の主体が家族(自家)労働力であるもので 

ある。この極の経営は一般に中又は小規模で閤断経営び、珍く、した 

がって農業とか商工業とかを主業として林衆を副業としているもの 

が、少くない。數からいえば、用杪林業地の大部分を占める。

3は、2と同じく労働力の主体は家族労慟丸であるが、商・昌生産

(註)硬近、渡辺.、三沢、金沢共著 豊業経営ハンドフ、、ック上卷 2S負
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ではなく自紿生産を主とするものである。狹い意味の寧茂林(饕用 

林)経営な、これに当る。平野部や山広部と平野都の中間地区に多く 

みられ、水規模で展業経営の中に包含され仁形で営まれている.心 

林所有者の數からいえばこMが、二番多い。

このほかにも、土地を他から借りて立木生産をする借地林業<分 

收林、部分林を含む)や、産業資本たとえばパルプ産業資本や禽山 

樂貞本が経営するものもあるが、これらのものはわが、国では救もご 

く少く、例外的停任とみてよい程度であるから除外し仁。

さて、経営目標の説明に入る前に、上にあげに3つの形態に共逋 

したわが、固私有栋巣の特殊/吐を一つ述.ベておく况婆がある。そめは、 

家計と経営との未分離というこ匕である。もちろん全部が'そうであ 

るというのではなく、ノの府態に屬寸る大經営の中には名実共に株 

式会社組織のものがあるから、例外はあるが、それはごく僅かで、 

これ皆た冽外的存狂匕みられる。したが、って、一般的には、上のよ 

うにいえるであろう。この家計と経営とが一つの経淌主体の下に統 

合さ忆ているということは、現実の林業経営が企巣というよりも企 

業以,前のもの、た.とえば家栄とか生衆とかの色彩凯、灑いことを示す 

ものであって、林荣経営の考察に当って重大な関係秋もつ事項であ 

る。

以上の説明からみられるように、貞本の運営によって最Kの利润 

を追求しようとする資本主義的経営はわが国のばあい例外で、多か 

れ少か机非資本主義的な要素によってそれが菠形をうけている„そ 

のため、資本主義的経営を対"象匕して発蔑して兰旭轻営饌済学、会 

計学等はそのままの形では林柴経営(て適用されずに、一般の羅営經 

濟手とは別箇の髡展を,とげている蔑業建営学が'より商・用分野択広い。 

林業と農業匕が多く複合的になっている貞始らもー曆翼・衆、経営学Iこ 

近いといえるであろうe,
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そこで経営目標であるが、大規模経営Iこ多くみられる弟/の型で 

は、 資本主義的経営の欠きな特賞の一つである雇用労斷力依存・匕い 

ラことよりして、経営に投ずる自己資本の額は多額となり、資本主 

義的緑営にかなり迎い。すなわちその目楝匕するところは、

糊收益一(物財費十崔用労賃十租貌公課)

を持続的に最大たらしめることにありと一応いうことが’できる。し 

かしこの型にしてなお、経営と家計との未分離が、あれば、消贄経済 

の単位である家計の追求する目標が最大刼用の護得にあるので、观 

ずしも上のようにはいえないばあいか、でてくる。大山林前有着であ 

って、极価の高騰した時に重に伐採屋を誠らしたり、角でほある册 

非渚な卷令林を持っていたり、その反対に巷い林を伐採したりして 

いる冽がみられるのは、主にこのためである。このように家計から 

の制約はみられるにしても、その制約の程度は他の型に比べ松ば少 

い。

•中、小規模に珍くみられ,る第2の型では、家族労锄力む経営の披 

幹に唇ってくる匕共に、な計からの制御が大きくなる。崔用労働力 

友—如族わないこの堕の典型的なものでは、

粗收益一 <物財實十租税公課)

を持続的に最大ならしめることか'、經営の目標であるヒー応ゝいえる。 

しかしこれには3つの条件:な、つく , 一つはまえJこのべた家計からの 

制約である。この型では家計の比重が大きいだけにこの制約は大き 

く経営を動・かすことになる。そ松がどのように動かすかは、個々の 

山林所有者の彼済李情や主観的"な価疽判断によって異るので一概に 

はひえないが、いづ、れにしても、この迎の作営をみるば、あいには冢 

計面の調查を充分にする虻耍がある。第2の衆井・は、上式から分る 

ように用・得の内容か'、家族泞働力の用役に対・する報酬自主を構成肉孑 

としているところからく夺もので、あって、間•単にいえば、働けば亂
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く底ど、所得が大きくなるということよりでてくる問題である。そ忆 

巻、この種の経営では、家計買によって再生産される家族労働力・加、 

一種の固定燹のようなものになっているので、生崖•量を増せば増す 

ほど、主産物一単也当りの黄用が少くなることえ示すものであるが、 

それほいきおい家诙労働力の酷使楚招く危險を伴う。このような労 

倒力の爵凌の上:こ在つ伫万「得の増大は正常な経営の姿匕しては•好き 

しいものでは度い。し.•ヒケってこの種の做営にあっても、窮•ーの型. 

での式、すなわら家・族游動を第用号賃で評価し巳もの友も粗收话か 

らひいて求めた額の大,小自検討する必耍か:あるここである。そのS 
は、この疊の経営では、林業以外の業独(そのほとんどが、罠栄であ 

るが、)g兼営しているので、そ#との関稀なしには林荣径営が、考え 

ら・ない匕いう莫である。家族’労期ZTの配介にお日て、貰尘の酬分 

において、山林か.らの蓉典資耐供繪(こおいて、すべて大;さな制酒を 

うける。こめJこついてほ後にのべることに背る。

営蔑林経営・にみられる帝3の型は、目的が商畐としての立木では 

須く、営農用枕、慈葉、下草、燃料、自家弔技、等の供給であるか 

ら、前2者とはかなり異った目標起持・っことIこなる。上にあげたも 

ののうら始めの3つ!・農業経営での中間生産物であり、残りの2つ 

は主に家計仕向用の自緇生産物である。こ秋らには無市価物があっ 

て客観的な:評価取困盗であるばかりでなく、多くは主緩的な効用に 

よって評価されるので貨幣価値と結び、つけての評価が、難しい。まに 

このタイアのものほ、農業経営の中に包含されていて、農業"・経営の 

-都門を構成して日るわけで、あるから、虞樂匕林業匕の兼営という 

第2のタイプとIさ違った:角度からみなければならない。このよラな 

事情はあるにしても、目標を一応、式で表わせば、、

術收益 一(物財責十翻税公課)

(中間生産物、目紿物評価額)

といラ第2のタイアと同じものになる。

以上の払有林経営の3つのタイプが、その純粹な形で実際Iこみら 

れる匕いうわけではなくて、現興の龍営の号くは複合のあ之とって 

いる。た匕えば、第/’のタイフ・に属,するものであっても、家族労働 

が、全然入らをいのは術であり、また他人資本な入れているものも少 

くない。同じようなことが第Rのタイプにもいえる。すなわら、靑 

梅、西川林業地で、の調查によると、用材林いノ〇町歩、畑3〜5 
反歩程度のハ規摸な経営看でも.、崔用洋働之全然入徂ていない入は 

半数に達しない。さらに第/および第2のタイプのいづ、れにおいて 

も、’自家用の耕莢敬や、蓉養貪杨友自己の山林から得ている人び、笏 

い。

このような狀熊であるから、実際の経営はここで号察するよりも、 

もっと後雜匕なっているが、、 その複推さ在匕きほご、すことが分湖・の 

第一歩であり、匕きほごす糸口を与えるものが、この経営形態の分貌 

であるわけである。

2.商品生産を主とする象族経営の経育的牲眞

上にあげた3つのタイフ。のるかで、私有林面德の過r半を占めるも 

のはド羨にみるように2の中、/l'規模の家淚軽営である。

そこで以下Nのタイプを中心にしてのべ、焙要Iこ応じて/又は3

所有規模 沈有看數 面 積

S 〇町狀上 /•久ん (〇%) N5夕■
万町3相

2 0 つ タス、7 5～3 (/,) ノ ・〇 (Z2 ")

5 ク 2ざ6、"ち2 (S “) ^.8■〇 (RS -)

Z ク ノ、OS3、タ之ヲ (//,) ュヲW <26 “>

ノ町以下 (クM") ノクダ (ノ S 〃)

計 3T 〇//. g 33 ノ/ /タク



林業部門よりの純收益(このな 

かには家族労働に対する報酬額 

や自己所有の土・地の地代を含み、 

また喪場で家計调竇にあてられ 

るもの之含む)と土地や資本や 

労锄刀W他折に供幣してその代 

貯 
蓄

、、消 

貫 
財

な〇剝労地、

涸于眼代

(票原,貝原:現代の農業経営13頁より)

償として護得すろ地代、利子、 

労銀、利润匕、家計に仕向けら 

わろ建物や色地の用役との三つ 

の形で示ミれる折得によって、

(註)このように固游•的Iこしか伐株疚入のないものえ経営といってよいかと、‘うかは

---- 〇 -----

のタイプにSれろことにする"

このタイフ。に共通した葡徴匕しては、古AJこのべ仁ように、号如 

経涛匕消貴経あ匕が、一つの経済主体の下に結びついていること匕、 

栋荣を存業としているものか、殆んビなく、多く鬓業ヒの题営の形で 

林業が営まれていることである。C労働力か,主に家飮労働打である 

ことはいうまでもない。)したかってこのタイアの終営をみるには、 

林業匕震業および家計との閲席をみなければならないこヒになる。 

またこのタイスの健営の所有する山林面積Iゴ數•町歩ー數十町歩で、 

逢年伐採收入が、あるをのは少く、大半はよくて隔年、音逋は敬年お' 

きに山林からの收入が、ある程度であるから:ますます發営の性慎刑’ 

複推となっている。(註) このような形の林業経営を當も我家の経

汚を図で示してみると下図のようになる。

心茨経済 'すなわち震象絕渣では、邕利経

済の構成要素である腰菜および 
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疑問があるが:一応、経営匕いう二とば七/(吏うことにする。 
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消竇径旖すなわち家計を浦ってゆくわけである。かくして農茨経済 

の一つの面である営利径清では最大の访得を、也の一面である清黄 

確・消:では最大の効用互目標匕して垣営されてゆく。

ここで林莱経営のおか打ている位置を注日しょう。ー営訓建済は裏 

彖の保有する土地、資本、労僦えの用役を甩いて行わ;Kるわけであ 

るかり、最大の打r得を據得するI二は、そ祖らの各德用役を,、農業、 

林業および、経営外部の三つにビのように配分するかが、最も重要な考 

慮を要する問題匕なる。このばあいの理想的な各用役の配分の仕方 

は、経済理論の教えるところによれば、各部分に授せ、られた各要素 

用役の最終単位が、あげる生産物の極但が均等にをることであるが'' 

義家経淹のばあいには、爸票来の移動ーが'時期的にも場放的にも制限 

なうけること・が、多いので、盛ずしもこの法則通りにはならないであ 

ろう°このように法則から若干外れることは考えられるにしても、 

林萊経営へ我入さ机る各要秉の合理时な量というものが'、他の2っ 

の部門匕の閥聒においてきまることをこの法則は明示している。己 

の見地から、苍要慕の拶動が、どの程度の制限をうけるか匕いう事情 

芝考盈しつつ、できるだけ各部門に投下される最終単位雲素用役当 

リの生産物の価値.さ均等に近づけることび経営改善のキーポイント 

になるわけKある.

このことよりして、合理的な山林轻営は、山林を所有する養家のお 

がれている鯉商的な・位置匕、その農家の保有する経営3噗素の実態 

匕、技術の発展ならびに普及の段階筹に芯じて、農業経営その他林 

業以外の部門匕同晴的・に定められることを知る。したがって個々の 

赛家によって山林の合理的軽営方法は当無異ってくるわけである。 

私有林のこのような隼情を無視して、あたかも一村の酒有株が単一 

な所有であるかの如く、擬制して伟られたかっての民有栋弛莱衆が、、 

技術苞の机上衆(3Lまって、資源訓查の役割しか果さなかった:のは
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他にもいろいろ理由・はあろうが、 セとしてこのためであると思う。

•切・上は農家経喬のうちの営利經角の面 、すなわら生産の担いキと 

しての饕家の面から林衆経営のおか机ている位置をみたりけでめる 

か、、、襄袤経済のせの一面たる消黄者匕しての麋家の立埸からくる林 

樂経営への制約衣み・る［以雲がある。

林亲経営の改善なはかるめいうことは、一般的・にいって經営えよ 

り集釣化すること、すなわら一定の林地により多くの負金なり、貯 

働ありを投下するこ匕と慧味するばあいが多いか、、、このばあい、堰 

投されるものが負金であっても、労働であっても、その額は家計と 

の與麻なしには決められない。営利径;有の面で休り出さ权る所得と、 

消實鮭商の面で消賈される家計貨との差貌が、、正幣な形での鮭営 

の新しい没責への資金供給源であり、また労働にしても、育林折・鄭 

のように收益を.あげるまでに長年月を婆するものは一律の長期増置 

預金のようなものであるから、家計に余裕カヾなけ初ばなし;しないか 

らである。

それば、かりではなく、家計の如何によっては、林業建営部门から 

再生莲のために必要な資本や労働をひきぬいて、すほわら林業・経営 

の疎放比の犠牲において家計冬維持しなければならないばあいさえ、 

農討の不况時にはしばしばみら拭る。もっと伐期をのばしたり、薪 

炭林・之用材林に切替えたりし仁方’か'、、長い目でみハば得だと・いうー 

とが、分っていても、家計にネ総がほげバばそれか"できない。彖族轻 

営をぐっている程度の規模の山拙農家では、音段でも家計にあま〇 

条裕がないのが多いし、不况時や冷害等の年にはな"おざら苦しくな 

るので、合理的な林業轻営の実行は容易なことではなかろラ。この 

ような山摺廣家の家計の昊情を無視して術らに理想的なことをいつ 

て与、それは普及にはならない.最善の技術ではなくと.も苦しい彖 

計に両立しうる技術が最も昔及価值び、六:きい技術ということ匚なる。

ーヨー 

そこでわれわ机は、まづ農家の沂得や家計の源泉匕なる家彼播成と 

農家戦産との訓查から始めることにする。

3«家族構成、労働丸

営利役府の担い手たる家,族労働打の墨及び願について検討するた 

めに、性別、年令別、職業別家茨人員えみるわけであるが、、紫働力 

の度をみる仁めには、成人男子を/としたばあいの他の家族労働刀 

の能为をみるI妙要が、ある。しかしこの能力換算の係數については今 

のところえ説といえるものがなく、謫查・者の主観的校判斷•にまかさ 

れている狀態にある。参考のために当砲究室で使っている能力挨算 

袤をかかげるヒ次のようである。

ノ6>へ"ノナ 20 へ•タヲ 季〇 〜 5V 60 へ^ 67 70 以上,

男 つ8 X 〇 ク,歹へ・ク・テ 〇、グ 〇,

女 〇、ク〜や 。、8〜g 〇、7 0.6〜〇占 "ほ

備考/戸の内・奴・于労働・徙事若/名は家爭その他の附帶労働 

を見匹みU w匕する。

崔用労'働力五使うばあuには、それの族用可能な量および匱につ 

いても検討する。

消費者匕しての彖狭についても点じような調查起するが、、このば 

あいの消賛単桩換算・數匕して、膜林省履案線合破究沅が、髡表してい 

るのは次のようである。

' / - 7 S ノダ ノS 〜60 6 / 70 灯认上

男 ク" 〇、& ん〇 〇、ラ

冷 〇、さ 0.7 〇、ワ 〇、ら

夕・財産構成匕その動き

営利経商にある財、す/わら生産者財について調べ、るわけである
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か、、その分頰方法は養家について普逋沢湊のようになっている。佥为 

A 固定責差 土地、建物、大植物、大動物、大极具

B 流動資産 小植物、小動物、小掇具、生産及收得現物、 

購入说物、中周生産物、

〇 流通資産現金及準現金

A十E十Gの現在価合計カヾ資産であり、それより負憤をひいたら 

のか、、朗・屋匕呼ばれる。この介類でIゴ林木は囲定資産中"の大植物に入 

るわけであるが、これには冋題が、 ある。しかしここでは/姓ずしもこ 

の間題にふれる頂聖はないのでこれ奴上れ入らない.またこ終らの 

資産の評価方広にもいろいろの间題が、 あるが、、これもここではふれ 

ないことにする。ここではある年度の始め|てヒらえた蔑家の財產目 

錄または賞借対•題表から夸条ダ遊めることにする。

この年度始にとらえられた各種の期ほ、あるいは用役会生み、あ 

るいに生艮互絵け、あるいにあらた:な生産物となって市埸に販兜:註 

松仁りして刻々と動いて行く。その結果年度末になって肖び务種敗 

の評倾をやってみると大部分の財は増加T又は減りしてゆくことに行 

る。

まづ、固定段•について。固定財の磐減・する第一の理由は、貼の売買 

のためにおこるものであるが'、これは財産的・取引といわれるもので 

交・挽成引の一種に当り、賛産総額には芨化が、なく、損益には阕係し 

△い。これに対" し固段貯置誠の第二の理由の建物や機械頰の減価横 

却とか林木の生長の如きは資産総額に変化を米す.すなわち栋木の 

伐探は蘇産的取引であって伐林木が市場で茕却されればそのMML 
して現金状、入り、自家建菜に充てられればその丹だけ建物の価格が

(註)この分頹ならびに以下の謀明は、油揭の乘原、貝廉:现代の度業経舍 

佑〜so頁を要約したものでー詳柵［はそ・■ I二よら中・たい。
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增如するのに対"し、林木の生長量又は枯損璽Iゴ、その評価・額か、その 

まま資産の増減匕なってあらわ行る。しかしこれは林木の評価方法 

と阕師があって、林木資崖の評価万法として市価評価え建前匕して 

いるばあいに上のようにいえるのであって、もし費用価評価をとる 

ばあいには、この舸頒が異ってくる.

旅動貝オについて。これらの財は販売(府得的收入)、購入(ハ得 

.的安出)家計仕向としてビらえられるわけであるから、流動揪の増 

减は、これらの沂得的收入十家計仕向ー所得的装女=折得的続收人 

に年度始と年度末における派動・疔の差,領玄,加配.たものによって表わ 

される。立:木生産を目的匕する普通の犯有林篠営:では赤動資産ヒし 

てあげ、られるものは苗木、撞子、下刈鎌、植付用歟、親等であって 

条り重要な?ものはないが、、 蓉蔑林ではこの成かに落業、下草等があ 

るから祯:動財の役割が大きい.

流通財について。現金又は年現金<有価証券、預金、貸付金審) 

について単純に年度始と年度末の注卑を比較すればよい。

以上3種の賊の增減額の代数粕が、長家沂得ヒなり、これより家計 

俊をひいたものが、農家ま淹余剩であって、その額は期初と期末の肪 

襟額の産と一致する”この、ように蔑彖経済余剥は折得ビ家計の両面 

から規戻さ夜るもので、もし荻計簧を家族労慟なの維持養とみるバ 

らば、この余利は自己の経営に使用した自己貪季の利子十自己嚇 

地の地代十狹義の利润であって一般の企衆における純收益に当るも 

のとなる.

いま主での號明では年慶始より年度末に至る期同中各蓮縣の価幣 

<単価)は動かをいもの匕したが、、土し、た.とえば期间中に立水単: 

価が値上りして、期和の評価額に生擾恤を加えたものよリ商く売れ
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たば’あいには、別口の勘尾一備格変動・による損益一で調整する。

5.生産技術の選択

経嘗目棵のところでのべたように、農家径湾としてはこの覆家沂 

爵あるいは妾家雀涛余利左なるべr く大きくすることが、望,堂しいわけ 

であるから、まづ、 そHを生み虫す展菜あ、 よび、林菜註蚤の旳訓に立入 

ってその生達の壮組をみることに・する。

この生僅のは組は、蓑彖が経営•内外の諸茱件とにらみ合せて、何 

牡、ど、んな生庫方まで、ビれどけ生産するか匕いういくつかの比簌 

選捉を,•することによって定めら;Kる。其你的にいえば、未立・木地が 

あるばあいに、そ・こにスやを値えるか、アカマツを植えるル、薪炭 

林を育てるか、特用樹を植えるが等の囲の遶択が第一段诰の比較選 

庆であり、スギを趋えるとしたばあいに、ど、ん互品種のものを用う 

るか匕か、植村・距離はどの疽にしたらよいか、下刈は何回位どんな 

方法でやつ・仁らよいか、間夜をどの崔度0ったらぶいか淳といった 

ような向題についての比較壘択水、第二段階であり、いつ找採したら 

よいかが第三段!!の比較選択となろわけである。

いまここにこれらのいろいろな問題についてのべる余裕もないレ、 

またその資料も乏しいので、洌を植付本数密度にとって、どんな方 

法によって比歎選択が、行わ机れば、所稿や絞済余利を最大にするこ 

とができるか匕いう、比較選沢の康理を説明することにしょう。

この原理は耗窝学でいう生産の理論とか企業の均衡の理論とかよ 

ばれていろもので、図形を用いてそのあらまし玄.説明すなば、(註)

G主)この説明はヒックス茗.安井、能谷訳価很と資在の第g章および、第,争による。
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量に同様ある諸真因さすヾて不変で

と仮走・する。梅付本数と版獲璽匕の間には、植付本数友単位数

N N' 
忌付本數

数互璃すにつnて伐期收藤量び、層加 

すろ阕原を示すもので生産站線匕よ 

ばれる。もらろん伐期收楼量は植付 

本数・のみの亟/数ではないが、箇単心 

のために、植村・本数爪外の•伐期收獲 

えとえば/つ。本增すにつ:kて收侵塁の増加する度合は、植付本数 

が、培すにつ机て潮"次少くなるという收薮漸減の法則が倒!くとすれば、、 

生産曲繚の形は図で示したように中关に上に向って突也する曲線ヒ 

なる。

さてい式植’付本数が亦のばあいについて专祭してみる。植付本 

数。 Nに対応する曲鶴上の黄はPであるからP Nがそのと,きの伐期 

收譲童となる。PからONに平行禰(送,ひさ、それの丫軸ヒの交吳を 

Mとする匕PM = ON PN=0Mとなる。このPMIこ単位植付本 

数当りの賞用(苗木代ヒ労 枕 實等)を乘ずると,、このヒきの費 

用飮額匕なろ。この貧用㈱額に等しい価格總額五もつ收獲蠻は、こ 

の實用驚額之收建璽の単疽価督］に匕えば石当り立木価格)で割れ 

ば求められる。その量をMKと寸る。そうするk.MK匕MP匕の比 

は単校植讨本数当:りの賞用こ単位收獲量当りの価格との比になる。 

また,MKは收獲量に供算された植付賞用であるから、植付本数〇 N 
のヒきの伐期收液量を表わす〇 NからこのN Kセひいに蠻、すなわ 

ら〇 Kが、純收•漆を收獲量の単位で衣はしたもの匕なる。したか、、って 

この。 Kを極大にする植付本数が求め•る最適本数ということにきる。

ところで直線P Kの勾配すなわち衆・は、まえにのべえように肆 

位植付本数当りの賈用と単位收枚瑩当りの価格との比であるから一

网の曲祿は単位面積当りの植村本

K
 K
 

〇

伐

期

收a



—心

定である。したがって図から明らかなように〇 Kが極大になるのは、 

P Kが平行に上方に移動していって、生産J由鯨匕闭するに至ったば 

あい匕いうことになる。そこで、そのときの切呉々P'ヒすれば、P' 
に応ずるNが最道本教匕なる。•すなわら〇 Kだ極大になる条件とい 

うちのは、直線PKこ生産招・線とが、切すること、いいかえればFK 
の勾明匕生産曲・練の勾睨とが等しくをることであり、これを経済学 

的に袤現すわば、生・産曲線の勾配匕は値付本效米ご、く僅か增し仁ば 

あいに起る收德重のわずかの磨加量・と、植付本数の磨加!分匕の比を 

表わし、これ父植付本数がoMのときの限界生産物といラ。こ作と 

度線P Kの勾配とが’寿しいというこ匕は、

收蒸童の增加分 単位校付本数券り侵用

植村・本数の増加介 単位!(攵獲量当り価格 ,姉、

.•・単位植付本典り實用=単位收發量剖価格・一"' 

(生産耍索の価格) (生産物の価格)(限界生產物).

単位收獲蠻当りの価格=倒!［植付本数当り黄用X製嚣囂如…-⑵ q入秋:嵐ゆノ日 力uクr
(生産物の価格)

(/)よりは単位植付本数当りの貫用が限界虫屋物の価•格に等しいこ 

と。

¢2)よりは単值收獲蠻当りの価格がその眼界生産・資に客しいこ匕、 

と14ラふうに表現する二匕が、 でさる。

極大であるた,めの煮件ヒし・ては、このほかに生産皓線が図のよう 

に上方に凸であるこ匕、いいかえむば眼界生産物が遞滅すること。 

さらにP’と原:芙匕を結ん.だ線? 〇の勾配が、P'Kの勾・配よ〇急である 

二と、いいかえれば平均生産物が隨诚であるこ匕害の架件が、 あげら 

れる。

以上は生産噗素や生産物の価格發化がないぼあし)であるか''、 これ

XT

ら麥化したときは極大夷がど、ラ動くかについて少しく 3ゝ刑ておこラ。

いま苗木代や汚・庚が下って〇 N’ 
のための植付賛を收簷璽で表わす 

ものがm'k’よ〇 M’Kとあった匕し 

よう。そうする匕网から明らかな 

ようにP'K,・に平行にひいた斯しい 

切隊における切呉デに応ずる〇 N" 
が、最JM本数匕谷る。すなわら植付 

實が、下落する-まえより植付本数が

增服して收猿量!か"增す匕いうわけである。

上に考衆したように、生産霎乗の拔入筆匕生産物との間の蠻的は 

陶保が分れば、利益を最大にする役入董を商単に見出すことができ 

る.梱作のばあひなどでは、ノ弋かヨの回数、窒,紊の拖肥墨、除草回 

救などと收暈匕の囲徐が、、手兒全衣らも各地の義爭試験埸の碗究に 

よって示さ徂ている.のであるが、、造林のば'あいには植付夺数、下刈 

回枚、枝打回数、間伐度合寄と收墮との罔保については全然といっ 

てよい程資料が、ない。これは産林のばあ()、試験の結果さうろまで、 

に長年冃を耍することや自然菜件の差が林木の生育に大きく閥係し 

ていることなビの理由にょってであろうが、それ以上に、徙来の林 

学・では、経営学的な硏究が、経理学の名の卞に法正林の構成狀態や枚 

獲予芷法に主力が注が、れるという変則な発展としてきた仁めであろ 

ラと恩う。この理由は何れにあるにしても、生崖方法の選択在行う 

7己めの賓料が、ないという二匕は、山林経営の合理化を考・寮するばあ 

いの大きな障害であって、生産曲線を確戻する伫めの瓶究が急用に 

進展すろことを切望している.資料がないため、いまただちには・寒 

勉に題甬できない生産方忿の選択の原理Wやや詳しく説明したのは 

この原理が、綻営理輪のなかで占める重要な役割のゆえでもある択、.
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そ刑と共に鮭営にむすびついた適林技術晒死のあ〇方・ につUてのー 

つの見方を呈示して、この方面の航笑の促進之はかり仁めにほかな 

らない。 •

なお(、生産曲線によって唳秦の取窗投入曇をぎめるばあいに向題 

匕なろ爭頂について岩干、5、れおこう。その一は、仁ヒえば植付本敬 

についていえば、枢村の時期と、i!木の収薮疏期匕の間に故ヤ年を 

耍する匕いうことかうでてくる间題である。裳依物のように、 伝付 

ヒ收變とが、 一年从內になされるようであ祖ばこんな呀題はほとんど、 

無視してもよいくらいであるか'、、数十年となるとど、うしても何か通 

当な方広でタイムラック、を調整しなIす秋ばならない。この伫めの調 

整方法匕しては、いろいろ匕敖同はあるが、いさのところでほ林価 

算法の手法を用いて收歴匿に応する收途を前価に左おしてみるほカ、 

はないように恩う。その二は、投入量のラらの重耍な部分を占める 

家猿労働量自ビう評価するかということである。

6.家荻游働の評価

當利経育の目標匕するところが、最大の折得にあるとす机ば、 家 

族労働は経営の養用と(辻ならずに彖茨游働に对・寸る翔酬が、所得の主 

要な部分な占めるこ匕になる,しかし家族労・働力の維悟のためIこは 

その沂得の人部分之家計費として使うわけであって、営利経済鄧門 

をラ肯實経滝部門からきりはなしてみ刑・ば、営利經詩部門は家計豊ぐ 

匕いっていいかど、うか即題だ:が、)と引挾に家族が働力左價っている 

匕もI)えるであろう。また家族肝働力"をどんな都門にキ殳入する匕し 

ても、いくばくかの報酬をいろいろな形で獲得するわけで、自己資 

本利子のばあい匕同じく家族労・働は経営黄には入らないか'、、生産昔 

の重要な部将を構成する。したがって生產曲線より要莱の最通投ス 

童をせめるばあいにほ、家族労前え評価しなけ机ばなら左い。
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ところで、この家族労働の評価方迭は占くよ〇論爭の的になって 

いて、いまなお定説といえるものが、ない.その主な説を紹仆すると、 

その一は、まえにのべたように家族方働力の維持賛したがって再生 

産賛ほ家計貸であるという貞に着目して、/日当りの家彼労働の評 

価額は、年闇の象計賛を年間労働襄日数で割ったものと・する説であ 

る。(註ノ)

その二は、象族労働力は家計=消萤経旖の対部で再生産されると 

みても、経営=営利経商にとっては家:計を離枳た寸働力匕して受入 

れるのであって、一般企業と異るのはそれが労・師市場五介さない肉 

輙取引として行われるわけであろから、象計から切り離ミれた経営 

としてみれば、そのばあいの彖族労働の評価は、擬制的に、家狭經 

営では省略されたとみるべ兰労働市場で形成される容観的な産用労 

賃によって評価さるべきでやるとする説である。このばあいの雇用 

労賃匕しては、その地方の曷業璃時建の労賃が用いられている.(註勾

その三は、一般企業ガ、投下資本に対・して少くWも社会一般金利萃 

を卖求する匕同じ、ように彖族沖働力" の利用詫営である家族紐営では、 

家族労動力收益率として社会-w銀率誕要求する匕して、前節の 

地方的篌業屋用若賃による評価を斥け、全産業の平均労銀をもって 

評価すべきである匕する説である。(註3)
上にあげた3つの説は、いづ松も落截的な生産簣計算をするばあ 

いの家族労働の評棚方法をいっているのであるが、農家が自己の経 

営の合理化をはかるた.め匕いラ立場からは、もう一つ别な主観的な 

評価か、、ある。それは落敏の苦痛度による評衝である。(註孝)

(註/) 近藤衆男農産物生産/寇の赫灾ア〜2弘頁

佥2) 加用信文生産度計算における評価の問殖奏襄林統計調查3軽ざ号 

(註3) 大槻正男 米価と生・蓮哉 農林統計認査3卷8.号

(註め 衆療、貝原" :我代の養業経営 はヘクタ貢



苦痛既時線が再;が松るから、もし 

その経営が他から労働力を産用・せ 

ず、また家族労働力が経営外に出 

てゆかないとすれば、苦痛度か、F 
矣にまするまで家鶴労働が経営に 

投入己れることにをる。のが、国で 

音卸こみられる)］、規摸な家疾経営

産性は髙いが、労働の生莲性は低いという結果となろ。さらにいい 

かえれば、このようほばあいには、家族労働に対する自己の主;観的 

な評傾が、窿用丹妻よ〇も更に低いこともありうる匕いえよう。

さて、これら彖获游勸に対する4つの評価の-うちビ、松9匕るかは、 

もちろんー微,には。丸ないのであって、評価の目的、経営の実態、 

等に基ブいての評価するもの自身の判斷に炭仁なけ机ばならないが、、 

いま土で多く匣われてきているのは2の農業晞時釐の労・優によろ評 

禰であること玄つけ加えておこう。

7.所得の都門別構成

5•飾で例示したような旅理に塞づ、いて、利益友最入にする生産万 

法が好った匕しても、その方法が、そのま、の形で経営に匕り入れる 

二匕が最善であるかどラかは一槪にはいえない。ー櫥の営利径済は、 

では、百己の籍営外部での働"ぎ口

か)・少いことと相模って、ア点まで家狭労・勸を自己の経営に投入する 

ことがI多いのであるび、そのことは家族労檄の限界、生産物の质值び、 

麗用労賃より专修くなろ傾向をも仁らす.いいかえれば、セ地の生

——/&——

ー家族野働力につ］)てみたばあい、年囲の労働日数、あるいは一日 

の外働晴囲が、增すにつなて、始めはゆるやかに汚鶴跋が管して挣芝、 

ある程度をこえる匕慧激に苦糖度が’増加する。すなわら図のような

限ら行た頁本、限られた土地、限られた沖働力芝もって、いくつか 

の生産部門近動かしているわけであるから、かりに一町歩孝クタ〇本 

植が最通であることが分っても、そのために炒要な苗木代う汗衡玄. 

造林部門に段入る二匕か'、でぎるかどうかも分らないし、できる匕し 

ても、資金造賄衍カの使い方匕して、そうすることか、、営利絳済全本 

ヒして最大の所得を獲得する方法であるかど、う?、は分らない。個々 

の生産において、最小の賞用で最大の効果をあげる匕いう方法、す 

なわら合理的枝術は、さらに虹く営利鮭商全体のな場から再検討さ 

れなけ水ばならない。この再検討が、轻営改善のキーポイント.をなす 

ことはすでに2節でのべ、たヒころであるが、、こ二でいよいさその検 

討に入ることにする。

検討の方・法としては、営利経育を構成する各部門について一年間 

の汚動の成衆え調べ、、営利経済の目的匕する所得・が、、どのような部 

門からど、のような負金や労働力の使用によって作り迅されたもので 

あるかをみるニとか力始めよう〇 パ"

営利経洛を構成する部門群は音通次のように分類されている。(註) 

耕律、我畜、農崖加工、山林、林産加工、日雇峰

この部門群はさらに沢山の部門に分れるのであるが、ここでは養 

棠経営に立入って分苟・するっもりはなく、主体を山林総営において 

みるわけであるから、不完全ではあるが山林部門群以外は群単位の 

考察に止めておこう。

まえにのべにように、沈得(彖族經邕純收益)は、粗收益かり経 

営責をひいたものであり、福收益は沈得的收入に増殖と磨如額友加

く註)この分顏ならび、にM下の説明は齒構現代の農漿経営/ユラ〜/ケダ頁による。

なお、ここでは粗兢公課について 心れなかったから、ここにいう統吹盤や純産出 

額とはすべ、て税込_である。

录
族
方
働
力
当
リ
苦
爲S
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えたものである。すなわら粗•收・益は、期間內における生產物の販荒 

炊入に家計壮向額玄たしたものに、期末と期初の同定賄匕流動耽の 

爰額を加えるわけであるが、、こ根ビけでな部門群毎の検討には釆り 

役立仁ない。なぜ、ならば、、部門群闊で動いて表面には出ない中朗生 

産物があって、それをも加えなければ、産出総額はでないからである。

たとえば、•山林の下章ポ豕畜の飼料や堆肥の原料に厌わ枳仁り、 

除伐木が猫かけ用宓に梗め松えリ、遂に幼令木の雪起しに使う績の 

原料据耕猛部門から提供され仁。するようなばあいには、そ秋を適. 

当に評価して粗收短に加える四要が、ある。この中間生座物の評価方 

法にはいろいろな間題があって、農業方面では家魏労働の評価同様 

古くより論爭の的になっているのであるか、、山林部門と爵星又は耕 

種部門との問に典しては、市価がある8のは市価衣、無市価物につ 

いては貿用価を用ラるのが無難であろう。

一方粗收益よりさしひか入る経営黄については、こ心 主えにの 

べたように、

折得的支•出十・固定財減価額十旅動敗減少額 ’

となる.こ机に中間生産物の瓠門別役人顎を加えると部門列産成總 

額からひかるべき部門別投入絲額がでる。この墓額が、部門別亂産迅 

額と吁ば机るものである。この部門別統産出額の合計匕部門孙折得 

«侧收益)の合計匕は一致:する。

営剥經商に万、いては、この都門別統産出額の合計寸なわら澳家所 

得の極大を意回するわけであるが、そ於には各部門の統産出瀕ぎ極 

大にすればよいことになろ。しかして網産出額び、極Kになるのは図 

で明らかなように、最終投入单・位よりもたらさ权る詫産驭額が。に 

なろまで授入単位:が加えられることである。しかし現芙の發落では 

限界純屋貝額が0匕なる註で黄用の投入丸行えるほどの投入物をも 

ってI)をいばあいかふつうなので、そのばあいには各部門の限、緜產

—-2/ — 
出額が、 等しくなる版で投入之上める二とが経営全体匕しての純産よ 

額=所得を最大にする。このように費用の投入につI)ての譌整玄行 

うこ匕び、、ー府最も府みな経営である匕いえるのであるが、この貪 

用・匕か投入の中には家涙邪働どか自己資本の利子匕か自己有地の地 

代が、入っていないので、それらの重麥左生産要素か、 どの涯度効果的 

に炭わ机ているかを判断するには沈得の内容に直入って分析丸進め 

なければならない。

ぎ・家族労働の報酬く註>

家族経営はいいかえ水ば家族労働力・の利用鰻営である。したがっ 

て家族経営において行わMる裏林業生崖は、資本主莪企業経營にお 

ける生產か、自己賞本利润の最大え目時としているのに対し、家族 

泞働の報酬の最大:を目的匕していろと(Jってよいであろラ.

ところで家族労働報酬の大きさは、その投入璽と単位:当りの労•動 

報酬によって定まる。そこで部門別、月別家族澄働授入量/労動日 

記帳などによって求める一力、まえにのべた部門利統産出額から自 

己資本の利子匕自己沈有地の地代匕茂ひいて部門別彖族游働報酬を 

求める。このばあい、 熟門別の利子マ地代頁担額を推定するには、 

経営全弥についての経営資本«但し土・地を除く)に一尾の利ギ(善 

通タへS幼)をかけて経営全体の利子貢・担履を求め、そ机を部門別」 

繹营賁によって笹分するオ袤が多く匕らむている。しかし山林部門 

が大並いばあいにはこの方法は通当ではない。山林部門・に用いられ 

ろ資本は他と区分できるものか、入部分であり、また!のちにのべるよ 

うに山林部門・・の負已竇木剂孑は巨額に上るの水宓つうであるから、

題)本飾あ人体前揭現代の農歯耗営ノ秒〜ス"亙によった。ただ、し前節同様俺臨公課五

除uていることに注・意、せられたいO
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できる食け山恭部門はきりはなして別に算定する此要旅、ある。地代 

にっし)ても同様のこ匕がいえる,

このようにして求めら机る家族労勵報酬につUても、まえにのべ 

え経営の佻産出額え極大にする象件と同じように、家族労勒報酬五 

極大にする条件は、尿族射働・の限邪報酬が各師門rこついて〇又は同 

額となるこ匕であるといえ・る。しかし家旅労働のばあいには、その 

役入時期につし)ての君衆が弦零である。長作宏や山林の侣乗には自 

暴的な距期があって、同じ童の若働を投入しても、これより得らK 
る報酬は、その投入時期によって著しく異るこ匕がある。だ:から正 

る割こは再日の労勤配分表に基づ、乂)て検討しなけ女ばならな摂が、、 そ 

れは到床実行できないので、旬別または冃別に答部門を比較してみ 

ることになろう。

いまのべたことと関联するが、彖族労働にはもう一つ考寮友渎す 

る爭項が、あろ。それほ家族労働为は急にぱ碧すことも诚らすこと,も 

できない鮭啓に国崖したものであって、家計賞によって再生麓,さ札 

る労働万だ:、といラことである。だから饕明期で仕爭が、なくとも、労 

働力の維持のためには働いてuるときと余り墮わない黄用が、なかる 

ことになり、そ刑どけ生崖物単也当り生産賛が実庾的I二は高むこと 

になる。し仁か'って虞閑"期でもイ士事・か、少いときには、労働報酬•か、低 

いものであっても働いた方が蔑家鮭清を楽にする匕uう爭潸である。

以上にのべたことは、通期適作栄の旅則の上にれって、できるだ: 

け沖働のピークをほくし、 谷を高めるようにすることび全体匕して 

の蒙快刀働報酬を商めるために重安であることさ示すものであるか、、 

この兵,からして、家族轻雲においては労勧配分調查が綫営改善のた 

めにいかに亶婆なものであるかを理解で、きるであろ" 山林労働と 

幾業労勸•とをいかに琦みに組合、せるかが山林父持つ饕冢の経営の布

. —a—

拙の岐刑目ヒいっても言い竝ぎではもいであろう。(釦

9.山林部・阿の所得匕労働報酬

7. ?では幾林業を区別せずに一般論匕しての沈繹と労働報解の 

篝出方広をみたわけであるか、、具瘁的・な算出方法となる匕漢茉匕林 

業とではかなり冥ってくる。すなわち、襲作物は人抵史匣期問が、一 

年以旳なので、ー宠W単枚とする経営計算の都門別內訊匕停働日試 

帳匕から、部門利の純産山類や労働報酬を比較的容易・に計算できる 

けれど、も、山林の有は生産期間が、非常に長いので、経営計鼻よりで 

てくる粗收益と経営簧や沖働の投入類が対・河しない匕いう厄行な囲 

題がある.。

.すなわら、山林部門における粗収益•に対寸る見方として、まえに 

のべ、仁よラに、計算期間內に実現された生長壘の評価額/すれば、 

粗收益に対応する噴用として考えら松るものは、主匕して過云に役 

ピられた新植、保育賁の-'部であって、その年度內に投ぜ、られた費 

用はいくらかの関泳な符つにすざ、ない。し仁かって年度,困にあげら 

枳仁相收益から年庚内に投ぜられた.貴用をさしみし'てもほ匕んど恵 

味な、、ない。

もし山林の令級配"表正状態になっていて、歲正な保続生産が、 

行われている匕すれば、同一年度脾の術收猛匕黄用とか'、对7芯するも 

のと仮定して取扱うことび、できるから、このような厄介な問題はあ 

こらない。ま自令級配置が迭正状態よりいくらか離れてひて、生長

當)由/農荻の労働配あの笑慈につ3て当矶究室では次の2つの牧音自だ、Lている.

I)寄梅.面川林業地洛調查M苑貫科第3集経法規戒別にみた労被力の構成と 

配分

均山村蔑.象の労倾配分実態溺查:福為県都路村
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量= 戈稼墨とはいえ.ないにしても、毎任の伐採:憂に人塗がないなら 

ば、現在国有林の特別会計制度でやっていろよラに、若干の工天さ 

加!えることによって、血似的に粗收盗匕哉用ビを対・您させるニとが、 

可能である。この方法の詳細は、篠田"六郎 林業径雲計笄2〃5〜 

*2・、又は 园桓林野会計/&～/"に述べられているが、、 筒単 

にいえ,ば:

その茸展だけ生産量を二えて増伐しかつ生長量に応ずる造林をし 

たば、あいは、林木売ヒ收姦に荊応する實用匕しては

(伐株量一生長墨)X林木売上草他十実行に林賀

匕なり、また伐採慶=成長塗であって、也林面積が生長矗に7屈ずる 

面積よりその年度だけかいときは、板木荒上收溢に対、瓶する實舫と 

して、

実行造林貴十(耍密林面頹ー実行造林面磧)X笑行単・節

となる。

このように、選年伐採自行っている大規模経営のばあ日には、左 

似的にせよ收註と裁用ピが対応しない匕I)う厄介な問題起回晚する 

ことができるが、 多くの彖秩在・営にみられるよラな小焼腴経蓉のば 

あいには、伐採や踵林さ救年又は十笏脚隔でやっているので、 別逑 

のエ.天が配啄である。

このばあいに宜づ考えられるのは、山林部門の收益を生長値の・ 

うな未実現牧益によらずIこ、笑際に伐拣收入のあっき年にのみ計上 

レ、その液玄伐株收入そのまま匕する方•法である:このときには收 

巷に対芯する黄用"匕しては、過・云に投ぜら枳た匱林費唐理簣又は林 

木の購入貰とも:り、收・益と養用の対応関係に関する眼り商題は一頌い。 

この方法では貢吊"のうち少・ くとも造赫營は捜豊Zはみーないで資本的 

支坦c,造林管とかけ仁だけ資産が磐姐すろ)匕して、すなわろ投資 

匕して処理・するものであって、 ある部分の林木が荒却さ松仁・巳色に

—W— 

はじめてその林木の泉価を資産勘芷から控除して、二れを林木売上 

收益に対・する潁紫Iニ計上するわけである。

この方玄の欠京の一つは、造林を始めてから売都・するまでに数十 

年を要するから、其の間に物価が、斐勤して損黄が、*Z目的なものにな 

って了ラこ匕である。しかしこの欠煎は、資産を時々再評栖す松ば 

免:Hるこ匕か、、でさる。第二の欠点は、山林資産が幼令林を除けば時 

価よりもはるかに低い宗価で評価さ;nろ関係上、蓄損賣本の動き衣 

河ろこと"、できないと,いうこ匕である。この尺呉から死れる仁めに 

は、まえにのべ仁ように、年々の生:長蚩な評価して、これな蓄護勘 

定に和算するM外に石法はない。この方宏によるときIさ、林木売上 

收益だけ蓄禮勘定・が滅少することに度って、伐様によって新たに利 

诲が癸生すること・はなく、伐採は単なる交換应引にすぎないものと 

なる。(註)

愛するにこのタイアの山林部阿の跑收益を生長栃をる未呉現收益 

の形で巳らえるか、伐採收入なる芙現收益の形でどらえるかの二君 

状ーという•ことになるのである択、こ共は結苟その計舞目的によっ 

て旗択さ松ることにならさ、、る乞え・氐いのであって、一律にどららカヾ 

よいという問題ではないと思う。

ある農家が、 自・己の経営する山林部門の年々の資産の動きえ正しく 

匕以えることのためぐ、彊伐を防止するためには、生畏極による評 

価が匱当であろラし、過去の山林経営が'、原価との関聃でと、のよラ 

な成果をあげたかを知るためには伐诛收入なる冥現收益によるとら 

え方が適,券するわけである。経営計算の目乾からすれば、そのI)ブ 

玳も仪雲になってくるから、両方の計舞をすろことが、望ましいこ匕 

になろう。

壯)刈上の説明ば大怵、瀚锅徐田六耶国有林野会計/Z2〜/gラ衰にぶる。
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ところでここでは山林鄂門の < 絃産出額 > と袤旅労働報酬を,求めて、 

山芯部門の合理•他をはかろう匕するわn・であるから、実現收益の方 

をえらばなければ、な.らない。そこで、戊苗收入か、あった典について 

以下考察を進めよう。このばあいに成生長価=伐採收入なる法•正林 

経営のばあいと同じく、

題收益=伐探收人 軽営賛=造林賀十管理賛…

匕なり、経啓萱が過去の記録から分松ば简単に説く産也诙)を求め 

ろことができる。

家茨從営における山林部門の経雲養は' 自己打!•有地Iこ彖族労・働之 

もって造林したもの匕すれば、苗木代が大部分で、 他には若干の絶 

代や鎌、鍬•务の小機具の物貶賣が、加わるにすぎない。またそ松らの 

物我を自己資金で堪入し仁とすれば利子切な〔)。だ:から綏営貪はご 

くわづ' かで伐援收人ほとんど、そのまま歩純(建虫粗)と既る。さら 

に、造林補助金によって度林したばあいには、苗木の購入費も補助 

金で賄うことか、で乏るので、伐採收入=純«驚街)額ということに 

なる。しかし一口に家族経営といっても、商昌生産之主とすろ用・枕 

林・持っている農家か'、、馨用労働在全烬入本・ない匕いラのは佛であ 

るから、イ戈採收入=純(曷％・額)とはならないばあいが、功い。それ 

にしても、従米林学の方でいわ松式いる漱林純收益より主穴きいこ 

匕になる。

このように家族経営の山林部門では、紆営爱に比較して多額の粧 

收益をあげることにるるか、、ニ利だけでは他都門との比較はできM 
い・比較のにめには少く匕もこのほかに彖抜母勧葷位者りの報酬・額 

をみなけ釈ばならない。

家族労勤報酣顎は、沌收訪より自己賞本の利子匕地代とをひいた 

ものであろから、この二つをど、う見履るかによって異ってくる。と 

ころびこの二つは林木の生産期間が、長いために方働報酬に人きれ喪

——

響近•与・光る。まづ、簡単なばあ、、として樣就轻営について考茶してみ 

ようゆニのばあいはその年の收益とその年の濱用匕か:’対・応する匕み 

て大過はないから、收益衣生長価によって評価できることになる。 

そうすると自己資本の利子け、期初における山舔部門の変産額ぐ土 

地衣除く)に利子華と乗じて求めら^K、地代も同樣にしーて求めら戒 

ろ。そこで、生長価が/クク万円、経営賀が、3万円、窮初の資屋額 

ノ、官つ万円、土地価格/S0万円、利子率タ% 労働投下璽ノす。 

人とすると、(訟)

マ 、 _ . 頌/〇。ーヨ>一人•0&—0、ざ一・ノSO大〇、S狩働ーー単位当り報酬= -------七——布----------------- =初酒

匕なり、かなり商い偵表示すび、、この例でも明らかなように利子卒 

をどう玉めるかによってその値は大きく変動する。上列でもし利 

子率をペ%ヒす机ば、わづ、かに方グ 円となり、歩％とすめば 

N、ぎクク円匕なる。このように澄働報酬か、利子辛によって人蓬く動 

くのは、生産期間の異常に長い林業の宿命でどうすることもできな 

いが、これは一面山林経営の成果を蔑棠のように君働報酬でとらえ・ 

ることの不合理之茨わしているのかもしれない。あるい菖實産なり 

收益なり史生長価で評価する.こ匕状、 この目灼のためには,ド過当でめ 

るのかセし枳なし)。今後に残さわた研究課題である”

次に闇断経営について。このば、あし、は労働D物故・投人時期匕栈探 

踌期ヒのタイ厶ラ、、ノ’グの調整/前必要匕なる。このは、あいの問頰のー 

っは、年度題に伐掠さめた林分のみについて計算するが、他の林分 

史松併せて計算F・るかとし)うことである。まづ、前者について。自己 

竇木利子は苗木代其他物枕購入實の元刑合計額匕なり、地代は複利 

合計額匕なり、二の二つは利率さ丸解沃すれば一応間題はなI)ので

健) 二の節でも犯視公課玄俛外していることに注驚せ:られたい。

なお利子率については、別稿の广匿祇杖資の切宰在・めぐる潞•闔艇ノざ等敗:•木・たい。
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あるが、・丹制投T墮をどラ扱うかび第二の問題である"これにつI) 
ては、いまの匕ころ適.当・な衆がないので、あまりにも擬制的ではあ 

るが、、自己資本同様、元利合計額を用いるこ匕にする。«こで、た 

とえば、、ー'町歩の菰を年伐期で伐採し、その收入を/タク 万円、 

物段糖入萤な3万円、地価を5万円、利子率会寸％、野慟投下堂を

ノ 5 0人匕す机ば、
労働ー単位当り報酬=密！溪穿き=g刊 

となる。この匕ヨも利子華によって大きく斐動するが、、まえの匕き 

ほどではなく、ろ％としてもなおクつ5•円" に達する。

次に燹合杯分につI)て。前2肴の中間であって、 らし伐株の間岬 

期間が短かけ村ば、保続统宮のばあいのように、生長個による收な 

評価を近似的に株用するこ匕がでミよう。その匕芝の操作はまえに 

国有林Q殺理方式な紹介・したとぎにのべた方法が、通当であろラ。

ノも・経営の昊態分祈と経営設計

以上で過去一年簡の綏磐の実態のク淅を不充分乍らも一通り終っ 

仁わけであるが、、ニの分析・結果に基づ、いて、今後ピ、のような経営設 

計を依ったらよいかについて若干の寿察を/mえよう。

經営合理化の基本的な考え方は、くりかえしのべて兰たように、 

経雲の純收鑫(又は折得)あるいQ家族券働の報酬を全体として、 

かつ持続的に最大ならしめる二匕であり、その仁めには、家計徴に 

よって爵生屋され・る固定竇的性格な待つ家族労働力・会、年間之画じ 

て燃理のない範囲でなるべく号く、かつ'経客の各部門間で家族労 

働単极当りの報酬額力・同一期間「こついてみ松ばなるべく寄しくなる 

ように配分することにある。家族労働力以外の径営要素である自已 

資本や:t地についても、その単泣価格当りについて同じようなこと 

かい之るが、、この方は家族経営)こ関する限り二義的・に琴えて斐支え 

なかろう。山林部門に投入さ松た家族泞锄単位当りの報酬•演、、前節 

でのベ仁£うに利于華によって大きく麦動・するといラ問題哇あるに 

しても。

このよラな等え方で経営設計を立Xるに当っては、過去一年の成 

尿の分和・だけではもちろん不充分で、さらにいろいろなお からの 

検討が以、嬖である。たとえば、、伐採跡地に何を植えたらよいかとい 

った問題はその経営の過_去の記録だ:けでは院次できないであろう。

このような綏営設計上の問題を解決するためには、立地条件在同 

じくするその地方の他の山林経営の瓜果自比較の対・象にあってこな 

け松ばならない。そのば、あい、きづ、検討すヾさ藏は、他で行われて 

いろ方法水、、自分の経営の中にうまくとり入枳ること建、でさるかど、 

うが匕いうこ匕で、でせる匕し仁ば、あいに、はじめて、まえ,にのべI 
た経営合理化の基本線にてうして、どのような結果芝うるであろう 

かという予想である。

二の予想とそ农につづ、く何互段ぶか匕いう選好の二つか:、、事後的 

な径営成果の分祈匕事前的な終啓設計との間の橋笈しをするわけで 

ある。Cst)
まづ、予想について。この予想には、たとえば伐滁地に新しい樹種 

を入わ、!・こば、 あいにど、のような生激をするであろうかとI)つ仁枝,術的 

な予想と、その樹建が、将末イ戈期に達し仁・乙きに価格ホ、 どうなるでめ 

ろうかといつ仁経商的な予想こがあろ。林木のように生星期闇が非 

滞に長いものにあっては、特に後者の経済的な芋愿が、大きな惹味を 

拷つ。そのような希樹翟の導入匕いった:匕きの長期予想を客観的に 

行うことは困難匕いうよりも不可能であって、結局・は経営着の主観

旋)襄業におけろ予想と區好を諦し、、たものに前揭 建衆経営ハンドブ、ッ:Z上巻

3。6〜3べ頁が’ある。
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的な判前•に俟,こなけわは、ならないが、能うる限りその河断さして科 

孕的なものたらし赴ペ、く寿ガする肱唉のあるのは"ラまでもはい。

このような極端な長期予想で' はなく、I〜2年死の予想が、晴に 

は敬> 月先の予愿が伐期の沃定等のばあいには此、遂になってくる。 

木なの価格変動は、 野有技官か、理論的に分机しているように、わ水、 

国・にあってはかなり激しいものが、あるから、成熟な分色待つ経営で 

は、この短期予想の立て方いかんによって証営の成果が、攵芝 < 斐っ 

てくる。

かく長期宼期のいブれUあいても、枝価予想が、経営設計上にもつ 

童愛性は極めて式きひのであるが、従來この方面の理論放研％ □・甚 

だソいく.、•全面的に当事者の主観的な判斷に基づ'いて予想な立てざる 

さえないよう氐汰沉にあつ伫ので、当場の緑営就究:室!では昨年釆•水 

材価格の理論的桃筮に力之入なてきている次第である。俄)

スは予想につブく遮好’についてである、•腹好は予想认上に経営者 

の主無が、 強く入るものであるか、、經営設計の方・向8きめる上で重要 

な辱因とたる。遂好にはいろいろのタイフ。があるが'、大きく分ける 

匕次の2つになる〇

一つほ、厂"に入らずんば虎风を得ず」式の危険な宙して特利 

利洵を匿求しようとする扱掇的再:タイフ〇であり、他は二代と反対に 

厂后穡近叨いて廣ろ」式:のど、 こまでと安全確哭玄旨匕する保守的な 

タイプである。•統済発废の担い手匕しては前看のタイ7lの経営者の 

役割が、高・く評価され、実業界でKななしなものの汐くはこのタイス 

の成功者であるか、、藻林業の綏営・者はほとんの後者のタイスに屬吋 

る。明君時代に他に華先して造林を發極的に行ったのなどは、その 

魂)当研究異の林產物価裕形成に肉するいままで 、の祇戋成果は 林業終消5S•〜弗号に 

野村技宮か・を表している。

-3/- 
中で例外的にみられる前者のタイスである。康林荣の経営若が客< 

保守的であるのは、投機的なタイスの成立专可能をらしめる又機が 

枝術の発展に依存・する匕しIう爭情からして、魏工業よりも校術発長 

のテンポが' はるかに達い襄林業の轿性が、 まづ'あげられよラ。ま仁ゝ 

豊林業の綫営規模が、一般にい規模であって、ほとんど彖計と未分简 

の:K態にあることも、危険:より竖全を、利倒より生活安定在度ば、せ 

ている匕い丸よう。さりにぞ刑と間眯して、莉しい邕識の不女鬼 

逃しえないものが、ある匕思う。保守的より投檢的の方が、よいという 

わけぐはないけ初ども、保す一点馥リでは推歩は生7Kてこないから、 

林業の舞厩のために、ある程度の投极性は寿えら袱てしかるべ之も 

のと悪う。その意味でも枝術音及の発蜃五大いに期待・するものであ 

る〇
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•あ匕が、 き

本文は、林業取民昔及員の人逢が、経:営問題の処理に当って芋軽. 

に役立つ、秘有林経.営の手引耆ヒいうつもりで書いてみ仁ものであ 

る。しかし、書竺あげてみる匕、ど、うも手引耆とは霍匿いものにな 

って了った。ニハはも芍ろん筆若の未熟によろものであるが、、書い 

てみて今・更のように感じるこ匕は、花木林学の分野で、こう日った. 

私有林経営と手匕もにとりあげた碇究か'、はなはだ乏しいという二と 

である。ドイツ林字をもとにして書いた森林経理学は何冊かでてい 

るが、、わが国の私有林経営の実態に即した林業征営学匕いえる专の 

はまだ一冊もでていない。このよう蠢/究の現状で、手引藏を書・こ・ 

ラというQか、、そあそS無理なはなしであつ之。

二んな串情で、本文の内容の多くは、先進の澳業經営学•関係の艾 

駅をもとにして書かれ、 死有林経営の手引とし1うよりはむしろ秘有 

林経営の見方についての一試論匕いうようなものになった。しか七 

講義時間が、3時間匕I、う恩將間であったので、説明がその煮からも 

不羌分にならざるをえなかった。そこで本文の日容友一唇詳しく理一 

解し仁い匕いう人のために、笏琴誓につI)て少しくふ机てあくこと 

にしょう。 ^

本文で直桜引用した文献については、そなぞ、机諛でのべ、てきたの 

で、その註をみれば、介ろように、最も多く引用した•ものは、

桑原正悟、貝原基仆共箸現代の農業経営

——その分杭方法入門—— 富民社 昭和2g年
である°本文の構成や説明の多くの都分がこの嘗よりえている。本 

書は、靈業縫営の理論匕実際の稿渡しをするもの匕して、その村容 

の平明さにもかかわらず、従来の羨業紐営学の本にはあまりみられ 

ない新しい綏済理論を髮傷よくとり入ハている蔑、藻業径•営の手引 

書匕してすぐれたあのであると思う〇
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其の他断・岸的に引用したもの匕しては、

驗辿、渡匝、三沢、金沢共着 磯菜経営ハンドブック上卷"

産秉図毒 昭和2オ年

がある。この畫•もむはり、農業經営の理論よりも実際指尊のための 

手引書として書かれたものマ、教えられるものか、多〔)好着である。 

なお養業径営関保の文献が卷末に多教就載さ札ていろ。

林業関係では、

株田六胡•林業経・滋計舞 朝咨莒汚 昭湘2 7写

ク 国有林野会計 中哭涯済社 昭和フ8年

な名く參農したが、特に後若は内蓉か'、実際的である。

径済学闔保では、

ヒ、、ノクス着 妥升、熊谷共訳 価値rと奏本 !

岩我書あ 昭和27年

から引用したが、、本蓄は現代の理論経育学若匕して定評のあろ匕、、ノ 

クスの主著だけに、かなり難解ではあるか、、藻家經商の2つの面で 

ある家計と企業(経雲)活動における径苗主娠=あ的個人および企 

栄者の合理的あ経済活動が、いかなるものであるかを琴亲するに当っ 

て敦多の鋭い分材の武、备を提供してくれる。

M上が、本文で直接引用した文献であるが、 ほかに引用口しなかっ 

たがあ考にした多くの文献が、ある。しかし、そめをここにあげ、るニ 

とは煩しいので、別の機会に讓ることにすろ。

なお、蛇足ではあるび、、技術普及に関保している人からよく尋ね 

られるに•すぐに後£1つ経営技術コについて一言つけ加えておさた〔)。 

この講莪袤聞かれた齋門技睛員の睹氏の多く哇、わ机や机の笔t)も 

のは、あすに杉山林沂有呑にあって、こうすればこ刑ほけ利這訓、あ 

るんだからニうしなさい、匕いえるものなのに、こん行まわりくど、 

日詰ではさっぱり双に臣たない、匕いラ威想な挎たれたのではなI)
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か匕思う。催営盟佛の昔及テーマ之みると、新炭林や林草地の改良. 

が多くかかげられているところからも、そのように曷はれるのであ 

るか'、ゝしかし、このような痼々の生産技術は綬差では枣い。少し理 

更っぽくなるが、藤辺:教授の市説にしたが•って生産技術と径営匕の 

関係をみることにしょラ。 ^

まづ、林秉饌営を定義してみるめ、「単一なる経営主体によって秩 

序づ、けら徂た林業生産の組織である」となり、その生産は、苗木を 

何本苞え、下刈に何人の労・慟をかけてめれだけの蚩の木极さ主座す 

るかという物的=夜鄉的過程匕、 苗木代や下刈労賃をど、人だけかけ 

て、と、れだけの価格の木材を穫得・するか匕いラ価俺釣二経済的過程 

の両面・をもっていろ。この2つの通程の統一さMたものが生産であ 

リ、そ机か"単一の経営主体の意起によって扶序づけられたものが経 

営である。だ:から祥啓は技術匕経済との結節耒ということになろ。

そこで直産枝術匕経営ビの逢いであるが、 殮辺教誤は、抜術的な 

夸え万に対する経営的な夸えカの特微:匕して次の3关をあげている。

帯ーに組繊性。生産技術か、、スギ、の造林乙か新戻林の育成といった 

個別的な間題を匕りあげるのに対し、經営でに掠合さめた組織全体 

をとりあげろ。すなわら枝術は部备の一つであり、経営はそなりの 

組立て成吕である。し 5って経営では組織の一部を動かそうとす 

れば、全体が、動いてくるので、 一つ一つ匕しては〔)かに有効でも経営 

全体を好都合に改善するのでなければ、有効に入り難いことになる。

第・二に経済性。技術的な考・え方で、は物的支吏と物的"生産匕の関娠 

え問題にするに止まるび、経営的な見方では、 こ#についての価値 

の比較を彳亍って建々在要素を發営全体の観荧から最も有利に組み合 

わせることを問題にする。

第三に持読性。後宮Iゴー回眼りの生産のた.めのものではなく、持 

続的・に再生建江続けて行く組織である。この矣から、地芍の維持と 

が、家魏経営の労働ガの再生産とかの確保が要求され、また、收益 

の安・底性が、要表されろ。

以上のように経営で匕りあげる問題は、’落に組立て成日である組 

織全体の立場から、しかも長期囲を琴薇して袂討されることになる 

から、生産技術のように右から左にというわけには序つ、、けうれほい 

ということをこの楡会に強調しておきた:い。

もう一つ、よ<癢閉玄うけるものに「也林の利迫り_!か、、 ある。こ 

の利廻りが、 従来林業経営の中心間題のように重遂視さ机てぎた頫何 

水、あるか、、、本文ではこの問題をあえてとりあげなかつ仁。一般企葬 

のばあいには、その目摞匕する匕ころか、最新の收添華におか枳てい 

る匕みら枳るから、利廻りの問題は経営分杭において重要な慧味さ 

博つ。しかし、私有栋鮭営や農業経営では、その目摞匕する匕ころ 

か、、ノでのべ、たように收益率ではない。こういう観点から利廻りを 

とりあげなかったのであるが、林業を一応'企業とみなしてイ也產衆の 

企衆との俊劣な比較するには、この利廻りの計算び、旭辱になってく 

る。林荣魏制とか、造林補助金をきめる際に、盅林の利廻りが吊に 

匕りあけ、' られるのはこのた.めである。また大山林所•有者の中には、 

利廻りふ号えて造赫五している人があるかもしれないつは、から利廻 

りの問題を、私肩林径営の沃善にいラ見地からしても、無視してよ 

いと琴えているわけでほない。そこで别稿で造林の利廻り計算をめ 

ぐる諸問題を匕りあげることにし也



•造林業の収益性並びに造林投資け効 

率に陶する考察

——文献の詔介と北！Z判——



ま え か' き

造林促進対聚や林巣鋭制の合喪化に貫朕して、造献蕙の收盗性や 

造林投資の効萃に関する理諭的成究や実証的研究が、最近活決匚行わ 

れるようになった。

このような成究を彳亍うに当って先づ、当面する問題は、造林業の收 

益姓なり、造林授資の効率をいかにして求めるかというこ匕である。 

今更そんなことをといラ人厌あるかもし机ないか、、本文で述,ベるよ 

うに、最泣飛麦さ机ている論艾はその吳が審会ちまちで何れにも竦 

崗戒が、 残されている。

收益牲なり効率の求め方は大ぎく分ける匕、独逸で美達,した林価 

瘴法及林業較利学によるものと、会計学或は経営字によるものとケ 

インズ、とかマノレクスとかいった経苗理論の辻場からのものとの三つ 

に分類される。しかしこの分け方は形式的であって、実贋旳にほ昔 

後にある建背理諭によって分頰甘るべ、ミものであろう。そうすれば、 

マルクスによって代表さ机る労働朋値歲射外のものは、一応同じ範 

疇に糧するともみら刑、よう。たとえば告田博士が、厂林価算法及林乗 

較利学」の序文で、斯学は輟近急速右:発展を見せた径営計算学の息 

地から再検計さ祖なげ柯ず性らないといとWていることや、石渡寅, 

墟氏が、著當•L林業地代論」の昌顕で、迎代経済学と経営学とは本旅 

的差異之鬼全に失っているとA)われていることなじも.その一例證で 

ある。

七しこのような見方が、正し日匕すれば、、背後にある経済理論に对 

立がある以上.収益」性なり効斧のポめ方の毓ー匕いラことは望めな・い 

ことになり、夫r々の轻済燹論の範囲Mでの続ーカ、''さしあたりの間題 

とな奇。現状は後看の蕙昧での続一匚寿ら程曩Q だ、から同じ、資羿 

と使ってもある人は座林は旅鼻・が、とnる匕し)い。ある人はと刑ない 

匕いう例が少く左い。二のような二とでは但々の面•で非制な亥摩玄



——由一

来づから統一がビ程匕も擎ましいのであるか、'、 これは却々の雖崗で、 

到场筆者の能力芝もってしては一足飛び、に統一紫を恨るなど、という 

ことはできない。そこで就一えの一歩前進在目拒して、最近発表ご 

れたこの为面に蘭扶のある顶充論文についてと、、二に問題奨か' あるか 

を検討してみ・仁のが、この小論である。なおここで、は形式的な介類に 

従って、はじめに徒茱の移価算法通に経営学の辽場からなさ衣た永. 

田、宛地、小松、大崎の諸氏の論文について検討し、次に径商理論 

の立場から在さ狠た高•柵、石渡、倉沢、票田の諸氏の論文•について 

検討してみた.秋究の胜廩上、上記の先学諸氏に対し救々の非礼を 

おかさざるを獰なかった点、御壁宥之願うめ共に、筆者の未熟な見 

解に対し御教示が頂けれは、幸である。

/.芯価歸法近匚経営学の立場からの検討

永田氏は林業税制の合理化という領莫から山林拼一得の計尊方法、 

とくにその烂嬖経費:として控除すべき妥当氏劉合を天惹林業地に 

おける調•查寶料を基礎匕して求のられた。(/) その方法として 

は、先づ'スギ人工造恭尼業の利弛Oを、伐期における取入(簡伐收 

入の後価五含な)/麦出の後偷合計とが一致する利率匕して來め、 

S、5 %内外という值な出さ松ている。次に保統径営の湯合に於け 

る年週收入の控除率匕して、非遍收入に対する年女决の割合が、ユク 

% である二と、一般企業の利姬り孑楽 と林案の犯知りケよ％ 

の差による控除率の增加分か、猊率をケつ％ 匕した匕きさる・% と 

なろこととによって3も我が冬当な値とさ机ている。更に、芯業 

の経営形態匕しては保続経営は帝で、平均すると十年に一回位伐採 

する闇嘶経営が多いから両者の刻率の羞(/〇〇対:7ぎ)1こよる控 

除率の增加分E % を加えるべきであるから結局•徂收入に井号"る

<ノ)永田藏5 林衆生産の收益胜に陶する兩究 3んノ久)

控除率はうら％であると想定されている。

ーヨデー

このように控除宰寮定の論據は、従来の林価舞法的む場に立つ限 

り、回煮する所のない真に鮮やかなもので敬服の他はないが、、細部 

の貞で二、三景同なしとしない。其のノは、利廻り計舞の匕芝に、 

支・の中に上地賄入費又は年々の地代が入っていないこ匕である。 

土地用役という凍も基本的な灰業生産の耍素之除外・したのはビ、うい 

うわけであろうか"ー般|二林業生產は百己沈有の林地で行ら机現美 

には地代賞祖か、ないことは李哭であるが、一建の林地価格が存在す 

る以上容観的な利姻・り算たの埸合には投下賈本に地代を入れるへ:、き 

である匕思う。もし地代牡入机なければ夭然生育のア万マツあや笹 

本林の投下萱本は固定資産秋其他の管理貧だ、けとなり髙率の利廻り 

を与えろことになろう。なお苗働彼値說では地代は平均以上の利离 

部分であって投-F賀本には入らない匕いラ見方玄とる砂、この莫に 

ついては後述する。•

其の之は、间・作漿匕確続很業ビの効率比較の際に、 比較時奨に 

おけぎ両者の資本漬が異る匕いう共である、基礎になる滇本漬が、少 

け松ば効萃は同じ、であっても收温の前価合計は少くなる.即ち、每 

年の終りに区鬼7了<久に收得だ农る利岡の前価合計凍必携在から/。年 

目毎に/〇 R冗永久にわ匕って收得・さるべきゃ润の前借合計履匕を比 

較しているか、、ご袱では比較・時莫における冏断作業の場合の在木菖 

微は保続依菜のそなよりびくなる。両者の立木蓄植旋って實本額を 

略ミ同じ、位にするには、間断"依業において、裹初"5年目にノ。 Rが、、 

其の後ノ〇年毎にノ〃 R苑水久/、わ7～_つく收得さ・刑・る匕しな3松ば 

ならない。こラして比較するビ両看の効率の琶は樗んどなくなる。 

卽ろ林価萍法の方宏によって'両者の蓟率の星を求めることには熊連 

がある.ように思う。このこ匕は、林業較利学で、吏全冋询•斧業の紹 

対的鮭済滋!果・の年海、法正侏亲祯のマ衣も共に 6 孔一 Bsop



一女ク—

となっているこ匕からも明らかであろう<矽 しかしセ

れにも祠らず、従来から淆識的にいわ机ているように両者の効率の 

差はあると思う。其の理由としては、第/にピグーが厚生健滴学の 

>3命題匕してあげている流解の安定匕いう舞で固'断作業:は著しく 

劣るから、かりに両者の・利润前征岳計類は同じであって毛効用に差 

を生ずるで、あろうこと、案2に泻•来の期符收誰在前桁に换算する場 

合の割引辛は間晰作業の場合の方が大さいであろう匕いラこの2矣 

に求められるのではなかろうか。

曳地氏等は智裴林蒙地の山郷村に於て、昭布!2S* /〇冃現在で、 

ぎ〇年生スギ匿林木の市場価迎胃方式による平均立本単価•匕、平均 

生産原価と/求めた・而、尚者は京ラN3b円、後者は、単作林分の場 

自、直.接生産量<利率タ分S屋う4ぶさ円、企業利益加・舜グZ ノ円; 

税金加寿/、Z7邳円、法正林の場合は天々ノるテ円、/汁M円、 

3N 8円であって、結局、法正林の埸合魏金あ考えなけ松ば、ひきあ 

ラが、、単独林分の場合・は生産費が時析の3 —7倍になり、林地・の自 

己市有の政玄以て地代を除外し、且つ育林が働が'自家労働の奴它从 

て低評伽に漱える埸今にのみ造林の利益が、寿え方爪るという〇<わ 

おに対する第/の髭向は、 単独林分X法正林とでどうして生隹原価 

にポ妇・/ J伏上のk差を生じ、たかという淺で击る。こオしは法正・蓄撅を 

評価する場合、連年純收入玄勸柴價寿の利率八分で資本選元レ、其 

より時価による地価< /町歩M万円)を差引いて算出したこ・とによ 

る［これは貪本家が君Tたに山林を購入寸る場合の需聾価格のノ瑾で、 

生産賣算取の基礎としての答馥性ある蓄一積の評価方法で、 あるとは恩 

われない。此の場合はやはり単弗林分の埸合同樣聋用価でのくペ、乏

3)舌田正另 林価算法及林業較利学/"グ〜//ク頁

(3)曳戏<政雄他民有林の卷営経清的分析624,か

ー妥Z—
ではなかろうか。釐用価で計算する匕、ざめ 町歩の法正語積価は約々 

十万时匕なり、前の万悉にぷる値のん修養に逢する。KI!ち単独林分の 

場各匕同じ、ことになる。二松は法正林といっても単独林分の集合体で 

あるから、前述し仁ように林価彝法的には何客彝る匕ころカヾないのは 

当悠であろう。要するに’生産策匕迁木価貉ビに人産冬生じたのは僅か 

に3分茜程度の利廻りし刀、ないのにぎ・分5厘の利率を用・い仁ことに帰 

するか、、萸に逆［ってみ札ば、造批黄か:'髙い(/町歩ダ万ユ千円う二匕 

伐期び高いことくタク年う、立木伽格び、廉いこ匕、地価・が高いこ匕寄 

に原因が、 ある。第二の疑荷は視金を加算した場合・ の生産原価の異常・な 

高さであるが、二机は伐採收入の全液が課我所得馈になる匕み仁ため 

のようであって.、赣格に基づ、くもの匕思う。なお生産.,束価の中に沂混 

税な入机る・こにについては色々と識論があるか'、ー液には所得税は利 

益から支拂はるべ色であるとの見地から入れていない。

小松氏の就究は天阪府北剛の極めて成長の艮いク又ヤ、林について主 

に套彖経商の立:塲から其の俊れ仁経磐効果を進及しえ注目すべ、三又献 

であるが、、g こ二では、薪炭林恨業匕用涉林作蒙の径淹効果の此 

較の項のみについて検討せる.氏は、るク纤伐期のアカマツ林(,伐期 

收獲アタ3•后)、歩年伐期のク又ギ林ぐノ£・タQ俵)、/5年代期の 

新・炭林«タケ"俵)の三者について、伐期における純収入C税引・槌牧 

入)を末め其を前価合計匕して、伐期間に均専に價河する金額即ら連 

強貢相を笄出しく利學る分5厘:)、アカマツ林N、8万円、ク又ギ林 

ダ、3万円、箭炭林ク、ふ万円匕いう値玄.！ている。なおアカマ、ソ舔 

のとき造林養を琴慮すなば、純收入は利率ふ分5厘では約ヲク万円・の 

赤学、3分で約スノ万円の黒字で後者のときの庫岸貢崔は約ノ、タ万円

粉小松浪三、尺販定部地带にお・け3ク又キ、のイ氐代期薪炭林経啓についての二、三の考祭

林業:技術ノー3号



であるという。二こでの疑問の第/は、平均・成長量が、約ヨ唇で、し 

かも栈期が約多、純收入で言えばテ年毎にユg々円の收入水あるク 

又ギ林とろQ年每に¥2万円の收入があるアカマツ林匕で島平均統 

收入が極端に具ってくると恩わわるに拘らず僅かにヨ割程慶の建し 

かないことと、平均純收入の領水意外に大きいことである。此の理 

由は、平均詫收入く達年貢租)を求める際償却年昼式を用い仁こと 

にある。こ刑では、伐期か、極端に表くない限り年愛は、/回の伐诛 

収入と利率によって略こ次定されるから林の成長が倚止するまで伐 

期を髙め仁方太よいということになって了う。やほり平均純收入の 

求め方匕しては贈期責俎を連年貢租に挨算する公式乏用うべきであ 

ると思ラ。こうすると、平均統收入は、アカマツ林Q諸十円、ク又 

ギ林NSM 千円、新莢林N、ヨ十円匕なって、ク又ギ林はアカマ 

ッ称の実にをク倍、匕いう人差在生ずる。疑問・の第ユは、平均・生長 

量約タク后という極めて成長のよいク又ギ林と比較するにはアカマ 

ヅ林も成長のよいものでなけ刑ばならないのではないかという英で 

ある。ちしア丸マツ林が、年で+石どいう二とであれば、連年統 

收入は利"ふ・千円匕在り、ク又や林の昔とをる。又、•あ分占摩という 

高い利率を下げれば其の室は一層クくなる。其のオ也、苜家労貿や地 

代を経萱とみていない夷く従って前述の收入は所得である)折得・税 

の計算方法C遇收入金:額友課鋭所得とみZ<いる)笄の黄に検討の朱 

地がある〇

大崎氏の灰究«勻は林業龍斉読に載ったものなので、組介を省 

兰直ちに廃問実に入る二とにする。其の/は利英Dの計算式につい 

てである〇氏の計舞式五林漩鼻法の用語玄用い商易化して袤わせば

(5>六崎六却 育林業利姻りの一就算 林賀縫清"号

次のようになる。

—Q—

p,= (患 十•十VD-｛(C十ら十つ/(〃ノ"ー久｝入/方 

｛(C fB-rVD/、Q尸久一ジスク戶乂ーa｝以

右式で、分子は、伐期の晴の收入から投、下資本の无利合計在金都 

(地代をあつ引いているので資本利潤ではなく企業着利淌k競わす 

ヒ考えられる。その企紫者利街を根:下資本の後価から間伐收入の汲 

湎・を引いたもの、3) で'除し、そ#艺更に伐期样数で除したものを 

もって創姻。とされている〇

さて、硏究の目的からす祖ば他との比帙水、できる容観的な利廻り 

を求める泌建水'あるかヾ、そのよラな目的に血合するあの匕して音題 

袱用さ机ているのは年利诲の総資本又,は径営資本に対寸る割合ぐ、 

年利益としては匏資本の节動によって生:みだだれ仁もの、即ち純利 

雑に他人貢本の利子起加彝したもの自用・いていろ。大崎氏のように 

純利益から逆に百己淺本の利子な控除し仁ものを訴資本と対・比すろ 

というやり方もあるが の (.例えば二、ソクI丿、ソシュ、林学!W係で 

は和田氏(め )一般的ではなく、一般の総資本收葢華と区刺する 

ために譌資本凌:額收益幸というる旅它痩うことが、ある。このような 

版旌率は吉田・牌土册壮判旗mているように<か 恣意的に沃めざる之 

得ない利率に汲足的" に左右二れるから主観的なものとなり硏究の目 

將に副わないばかりでなく、元来收巷率は資本の物乾琶礎であろ資. 

産の運用により生み出したr成果の相対的大小さみるべ、さちので、成

g 大峰氏は梁楮の墙合のUうに回伐收入が、あったときに,その分だ廿そ祖まて、の斐用の

後価から引いているか、、結栗は同・じ、こヒになる。

⑺田弘顏人縁涛分材N3S頁

(め 吉田正男 理論麻林鮭理学 N37〜23£戲

(?) " つ 2%ユ〜N多ナ賈
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杲の主耍部分'である森林詫收入在隊外しては殖ん顼意味友なさ&い 

毛のである。又大崎氏は伐期晴の利盗総額を分子匕しているか、、ニ 

机は和田氏のように年平均演芸用ろべまである。

次に分母の方であるか、、生產賢很価=総支取額で、扱下奏本匕いう 

袤現はされていない。徒って其の適り解釈す松ば企業惹利润のお黄 

用に対・する比率となって利姻り匕いう言兼はあてはまらない。経営 

•介折・ぞいラ簣用対收益比萃にMEのとなる久、、ここにいラ收益は 

その登用なかけるニ匕匚よって生み虫された網收短であるかり河述 

の総資本收益芋の場合匕同じ、ような阔係におかれる。匕ころで従来 

林業較利学で、は收利孚玄.求める楊合の資本として生産建前価合計を 

吊いている〇経営学でいう資本は経甞の法有する資産の価値額であ 

るから收益早匕收利率匕は異った祝念で、あるが、一応生産黄五もつ 

て資本に代用すろにしても、玮利益に商菸するものは戦利学でいう 

生産煮の前価でなければ、ならない。

なお飜支収額として生産貪から向伐牧入を控除したものを用いて 

おり、たまたま調查孝例の同伐收入が嘩ー-回で、はあるが、顔る巨顎( 

N /年生の時/町歩当り•時価に換算すると、約パク万円に達し寇間 

あり)であるので、地代を除く生産責<この中には所・得・税、辨戻税、 

富裕枕も含ま机ている)の後福別一町歩当り/〇万円の赤字という 

結果にな・っている。もし所得税等固定資産視以外の就を生笙費から 

除汁す松ば、赤字はタノ万円匕をる。謂查事例では•植栽当晴の地価が 

又頗る商価く時価に換算する匕/町歩当り約ノク万円)である仁め 

に、差引ざ/町歩当りぎ2万円の生産黄後価どなったが、、 地価が凍 

く、間伐が強度な場合には分母が、買値匕なるこ•もあり得•るであろ 

う6何机にしても间伐攸入W生産黄かう控徐吋るということは不合 

理であるように思う。結局利益匕して企業者利制五用い、 貪本じし 

て生産:登を用いて利姻けを求める式としては和田氏の式匕いう二匕

―—

Iこなるのではなかろうか。

大崎氏は和由氏匕は興って分子•には利益年額ではなく伐期時の利 

途額を、分国には生産抜の前価ではなく後価を用いているのである 

が、、その代り伐期年数で割るという掾作:を行っている。ニハO淺本 

の回転期同が伐期であると・いうことであろうか。即ら、 .

利盜額売上高 ,
收益萃 =---------X----------= 売上咼剂益翠乂資本回転華

売上髙資本額

朽式で分田Iの総支出額を荒上高•(正確には壳上摩価うとみ、復本 

の回彭莘芝伐期の逆数ヒみれば收益華が求められることになる。し 

かし此の場合の資本の回転辛は代期匕一致するとは眼らな()であろ 

う。

この他利率の定め方に先疑問があり、K崎氏の計算式では少くと 

も客観的な利迦リ衣戒のるこ匕はできないように思う。

さて、右に狙ヾだ各氏の所論対適じてゝ林価算広の立場から総括 

的に言えることは、第一に、四氏共従末の林・価算法に大体準掾しX 
らも、大なりノ1、なリ独’色の方法を提栗さ肽ていることであるし即ち、 

永旧氏は賣用匕しての地代の虑理と、间帥経営と保統祛雲匕の比較 

方法の共で、曳地氏はゝ保続紆営に於ける£!木生産宗価を求める際 

の法正蓄複利子の評価カ玄の呉で、以、松氏は、 建茸純收益の求め万 

匕自•家ガ賃の処理の萩で、大嫡氏は利廻りの計尊方法匕、菊率、間 

伐收入、沂得税等の処理の篇で従来の林価算談のやり方匕は異つ仁 

方法五採用さ也ているC
ヒころでこのような独自の方法I二ついては旣に瓯べたように柯バ 

も疑間別、 あり賛同し鞍いのであって、逆説的にいえば、、却って徙來 

の林価奔法の完全さ牡立證する結果となつ仁ようI二さえ思われる。 

併し、迎来更魚の祖:判がある林価算法に琳らず:痢って回氏が、型に
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はまった林価舞袤から一歩抽き出ようと試み以Mた.ことは遞だ興味 

泳I)ものがある。

第二に言えることは、育林業の收益又は黄用を計算するに当って、 

何れも与えら松た施業法を前提.匕していることである。いうさでも 

なく、育林業の收旗(徴用?特に收泳率□・施業法によって大而に変 

動する。筆者が通川地万のスギ林緑営について收益孥を計算した結 

果によると、造林方法・玄一定として隹伐期な'、異るビけでも、50年 

ィ戈期の£、/ %に対し6•。穿伐期では久S%と減少する。造赫あ法が 

英れば其の屯はー唇大きくなり得る°従って育赫柴の收益性玄みる 

には計算の基砥匕なる施業方法の吟味が、元分になされをければなら 

ない。 ^

このことと网稚して、育林菜絵営の目標び、 どこにあるか匕いう根 

本国題乏長初に挨討する蚣斐が、 ある。元来、声林業友営む山拣あ有 

若の多くは、一般企業のように收益率の瑕漑&耗営の目擦匕指して 

いない。ビちちかといえば、ー跋養家が、そうであるように、所得( 

小蔑経営純收益)の最大を逐求してI、ると考えらTKる。このような 

経営目棵を持つ育林業xついて收益萃起計舞することは柯の意味を 

持つか匕いう反省が以、耍である匕思う。もし育林乗が收益率の最髙 

と目標としている匕すれば、日本の也林の姿は現在とは全く冥った 

ものとなるでゝあろラ。吉方、天蕙、靑樹、西川匕いった集約林案は 

收益卒の点からみ松ば明らかに不利である匕いう爭実によって、X 
然生育のアカマヽソ林或は薪炭林柱営の收:益率が'商い匕いう爭美にょ 

って右の事情を推察することが、できるであろう。故に、一般的にい 

って育杯業の收益率の犬山は育掠業鮭営の合理胜を判防ーする基率匕 

しては不窗当で、山林芥有若に帰属する所得の大小が、判断の基苇と 

なる匕恩う。而してその芯得は土地純收益とは疋よりのこと、多く 

の場合森林沌收益とも一致しない。かくして従来の林価算齊、〇 

較利に対する批判の邪一歩は林業鮭営の目標をいかに認識するかか 

ら始めらるべきであると忠う。もっとも林価鼻蒸や林柴較利学は、

—Q—— 

獄業絳営の目様はこ不二スで、ある匕いうことでけなく、与えられた 

目標の下での計箕技術五,示すに止まるとすれば二のようなこ匕は林 

価算法自体としては可題にならないかもし心い。

更鮭湾理論の立場からの•検討

経済理論の立:場から造林技黄の妨卒を考える埸合に最も問題とな 

る京は庄産に数・十年匕いう長期间芝耍するということである。狭っ 

てマルクス軽済竽のれ場から堂林業の資本家诔辘を違及した石渡、 

髙橋両氏も、ケインス、軽育学の立埸から监拣役黄の限邪効萃米追,及 

し仁含沢氏も、共に搭奈の重点は造林の生産期尚の云期性といかに 

経済学的に奥理するかにおか机ている。

石渡氏は若書1"林菜地代論」に於てマルクス径清学の立場から林 

案経済理論を体系的に為立するといラ函期的な乗債M発表:さ火たが、 

ここでは育林業:には資末制地代が、冤生し得ないこ匕、従って脊林業 

の責本家的•経営:が不可能であるとするその諦拠を検討するにょ匕めよ 

う。氏はこ机を次のように設明•す5〇 g

いまイ反りに一般産柴の資本構成を

(ノ)SQC十又づマ=ん〃 C 不袤資本 7 叮套箋本
とし、年2回回暫、利余届値擊Z〇〇 %とするビ、

(2丿/歩クc十タク!7・十ダクM 匕なる。と.ころで単範再主産の場

合で杉タク年間でな•0唇匕なって

(3) /2.^-OOC -V32.00V 32.00 M 匕なる。

故に劣ク年に/回釈するC伐期•〇牢)造林貢本MOC十少のy 
の要求する利淮!は平均利淌を哭現するものでなけ状成太らないから 

(3)式により3空ヨク匕なる。従って立本の莫の価値は

•ノらクc十タク卩・十タク・"=nタ" であるに构らず、生産洒格(嗫用

<yo)石渡貞頫 林菜地代涂ノgヘ/关5・頁.怎邛8〜3"鄭
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価格十平均・利涸)はノ 6 0C十タク卩十ヨNタク・财 =mタクク となり、 

結烏れポ価値2知〇よりヨ ノオ〇主高・く売らなけ松ば人工造林では 

平均利润が実現しない二匕になる。

右は単統再生産の場合であ金が、、貿本彖的生産は拡式再生産であ 

るべきであるから年々発・生する利潤の中一部が配当•ぐ利子の彩で資 

本家の酒賛!ニ充てられ、他は貪本の蓄頹に充てら水.て資本は年々增 

大するとしなけ水ばならない。従って人工林の生産価格は右の例よ 

りも逢かに増人する。二の埸合・の生産伽格の求め方は、初年度の潦 

本投下に.平均利润華をかけ、その神果平均利涓•を蓄損分としての利 

益・金及社内留保と配当及利子として出ていって了う分匕に分、け、疝 

看が、初•年度の投資額に加えら次て第・二年度の校貪復と合鼻さn、そ 

れに平均利涓率をかけて前匕同じ探作:なや〇伐期まで続け、ー・方、 

配当反利孑の万・は毎年でてくるか、そ祇は栈期向単に合計するのみで 

あるから、伐期時の資本額に我期間の配当•及利子の合計額さ加え之 

ものが生産曲格匕なる。

氏によると、日本の場合一般産案の平均・利海平ほ昭和5〜/ク年 

当時N/テ必 であり、利潤の内社内舊預分匕社外配分匕の割合は 

/対2であるから、天意地方で明治Nア年植栽、 瑠萩T/0鮭伐採( 

伐期・ク年)し仁林での謂查實料匚基いて伐像時の立亦生産価格^ 

求めてみる匕/ %3專円 匕なり、当時の立本析格ユ、" 〇円で 

は到宣株算が、 とれない(平均利润率を危,/ "匕すると生産価・格は 

2MNク円匕なって採笄が、と松る丿匕〔、う。なお此の例では投下ー負 

本額く昭和ノ〇穿当時に換算)は2/°円であるからその全韻を可 

変資本とみても立木価<11^-2.0円匕なり、生産価格と立木価値匕 

の阁芝は/万円以上に逢,し、単詫再生産の時の例のように平均利涸 

率友タQ%、生産.期間友プQ年、不菠賞本匕可疫貪本匕の割合五々 

Kノ匕Lて生産価胳を求めれば差徂ほ極めて大さな値になるであろ 

—0i一
う。

かくして氏は、天苞のように植這匕蔓度匕’に恵ま松た所でさえ、 

生産価格のq分の/庄しか回收さ松ないから賁本制地代は勿論舞生 

しないし、造林;は到压資本家的生座の对・冢にははり得・をいと結論し 

ている〇

この石渡氏の折・論は労働価値説物にマ丿しクスの経済理論に拠って 

I)るだn"に従来の林価算法匕は元より頁代経清理論に拠るもの匕も 

人きな相違がみられる。刑えば労働価値説では地代若土地の上にお 

ける労働の生産物・の柄格のうらにあるところの平均以上の利润部分 

であると考えるから当然地代は土産価格(生産賃)の中に入らない。 

これに対・して近代径済理論では、地代を、土・地用役の売手ヒしての 

地主匕貞手としての借地養とが、市場で.競争しあった:結果としてセ地 

用役に附せ・られる価格が地代で、ある匕寿える。又地代は生産看手の 

匕ぎ、生:産靈寮の購入にあたって雇用者・が、生產要秉の提供蒼にあら 

かじめ約定する価格、即ち契約沈得であるから残余所得芙ある利涧 

とは利物であり生産蜜の中に当桀入ってくる。更に地代の価格彩成 

を律するものは他の生産.即と同様匚その腹界生産力である匕し、 マ 

ルク入のように地代を特別扱いしていない。(//)

二のような地代に対・す§見解の相違ほ、板本的にに価値に对する 

見方の違いからでてくるものであって、•ここで論ずべき胜頂のその 

ではないが、、地代を生産燹に入,机るか入根ないかの冏題は基暖にな 

っている経酒理論との阁骈に於て始めて判断できる二匕で、、例えば、、 

木材価播調查委員会が、「最近の本材•価格砥究」中で、人工林の生.産 

費之,求めるとさに利酒であるべき地代や利子を鮭養にあらかじめ入 

バていることは誤りであるというふうI二就刊できる«/わ 性昼のも

(〃)岩.波版經肉学山评典 68•〇～"2虱

泊液前掲書 ユクケ〜J2/2頁
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のではないということ芝指摘しておぎたい。

次の問題は平坊利濾率のKせきで、 ある。氏は昭杠!5茸が、ス2 %、 

昭和/〇年 叩〇、ラ％で/芯ユの割备で両者を加重平均するとユ 7ヲ 

%匕なるというのであるが:平均利潤率の出し方えみ・ると、

利余価値
利润華 =---------------------- --

縦生産額一利余価値

の万法によっている.即ら分奇の竇本頒匕しては哉.用価格(.C十V) 
え用いているので、あるか’、固定資本W用いて生産正行ラ埸合には黄 

吊価格中のCJ二は囿定資本匚阀してはその減価償却顎だ、 けしか入ら 

ないので使用絶資本額と賛用価格匕は一致しないし荆尚率も全く輝 

ったもの匕なる。例えばS0 0の宜用価格で商呂定生産し、不変資 

本都分C区卒クク’可妾責本都分いを/Oク 匕し、剥余価値華芝 

Z 〇〇 %?匕す札ば タククC十ノク0V十/リクM — 6 〇〇

,・フ‘ー ノD.厶 /叫・ー。/ 一 y n 〇/ 
ー初ク十/ククんー 2°ん

匕なって利润萃は之クグ»となるが、、右の生産五行うのに固定資本 

^〇〇〇を要し、での僵輒額が/、S% 匕ずれば、

73 (C) T-MN3C ナ ノ 00 V 十/ク"kし=£,〇〇

継資本= ^～000 <CJ ± /〇〇 V = 6-

P'= 終 X 孕～～% =/<?.%•
〇 ・^-2

となり利润率ほノ片<%に減少すろ。"3っ

三袤経旖威究万Fの調查によると固展黄産利用宰(=项?土壬二) 
固走攻産石F ノ 

は昭和、5"年0.8-7 .•昭和/〇弄〇、" であり、(/わ 固足黄産の減 

価債却・蔑は昭祀/ク 年 3ケつん であるから"邑)石波氏の茨の生産

妫早界払萩 近洛尿論外〜ノ7, 3•タ〜矣頁

(/*)固志前楊書 NQ5"風

四 2.0I頁

価額から当特の固定資産を推定してみると蚓和5年52,億円、減 

価償却高ス/N德円、昭和ノノ年ク3慮円、 诚価償却高ユ?ふ德円 

となるから、利潤率は次のように侈正.さ扒るこヒに§る。

ィ昭和•5年

P =

口 昭和ノQ年

Q'=■ AN"/— 2、ラペ十ク况わク…

從って両看の加鱼平均値は

W 一・*_J=はタ％

であって結局后渡氏のス?； ? %の約・半分に依下する。石渡氏の計弃 

による匕平均利潤率がノヨノ ％のと竺は天竜の調查数学によると间 

代收入を考慮:に入れな・くてもノ町歩樹j 。〇円・の資本制地代が、阳る 

というのであるから、平均利潤率がノケ、"％のときち處伐收入区寿 

虐に入れればく当然入衣るべきである)相当多複の地代都分力ヾ出る 

ことになろう。かくして育栋業は貞夺家的生産の对换にはなり得な 

いとI)う氏の結論は否星されるこ匕になる。

なお氏は、宴本彖の立場からとしてZ3, / %匕いう利罔華を算也 

しているが、、での・算出方法は、利益、莘く/"/%)と配当率(7、ミ 

% )との合計に金?利(を笑M•らの資本満成割合に胞じて加 

史算術平均・して求めている。しかし虢当は利瑟佥の中から艾出さ次 

るものであるから利詠拏と配当率を合計吋るというのは明か［二凝り 

で、利益率匕金利との加重算術平均によって求むヾきである。そう 

すると利潤率は&み％にほ,下する-資本塚•旳立埸の利凋率はこのよ 

うなこ匕えしなく匕も、総資本收益・率をみれば一目瞭然で、三袤経 

肴裡究打｛・調查によると、総資本收益華は昭和(S年Z3 %、昭扣/〇 

年5ク％ で、(ル)その加重平均値は幺g%ヒいう依い•盧匕なっ

N5,5" X /クク "、2 %

—七9举乙へ•e____% =/彖%

g国弘前鶏書ユ3ケ貢
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ている。

かくして利润莘匕して/水ら％匕弘4 % 匕いうスつの数字が得 

らわたわけであるが、真の刊肉華は両看の範囲內にあるものと考え 

られるから甘くみても/。％程度ではなかろうか。ノ 〇。ノ。匕すれは、' 

日本の人工林の大部分に於・て資本制地代が飛生していることにるろ 

う。そ松な珍ばどうして造林に資本が'向めないか。その庶は後に倉 

沢、黒田・両氏の論文Iこよって追及しょう。

同じくマルクスの理論に拠り穴ら高橋氏の造林投資に対する見方 

はかなり呉っている。もつ匕も氏の林業:経済諭は生産适に流:逋過建 

の分析までしか発:表:さmていないので、介酬道程の分节［によって始 

めて明らかにされる生産榆掐・せ地代に対する六の解釈はまだ、明確で、 

はないガ'、、旣に発表され・た林、業資本循環上の諸"題、必) 林業實 

本の回密とその特微、W) 林業生産物の循選、(/" 林業地代に 

庆!するノート 3。> 等の潘椅によってみるヒ、造林業の資本家:氷 

算は、生産期间の長期性の故に理論的にほ到広成立しなI、が、、現実 

には山林の無價或は極く伝廉な極格で、の取得匕いう封建的な土地布 

有な資本家的経、蓉の內・部に持らこむことによって成立すると説く。 

ところで理諦的・には到族成立しない匕いうその論挾:であるが、氏は 

そ枳を次のように説明する。

「もし、ス、000石の林木駅、不斐實本よ、］タク田、可芨質本刀5•、"如円、 

莉余価應刀 6:ク"と円で絲価値ふん孑クタ円 である匕すれば'、ユ、000 

石から竇本家の生汚手段に向・けらるべき東!余価値は20000円で、あ 

るから、この實本家が年间3クク、ククク円の生活手段ーな酝耍匕するな

g商・楊ク53林棠絶清タ3号

Qg) 4 つ 么タへ^〃占号

g ク ク タク号

保〇) ' " 3イ号 

—t3一

らば、ノ町歩NMOO后ヒいう苗い收樓をあげ、うるこしても、ノ S 

町歩き略雲とする。しかもこ溫が、50茸の羚找期をもつ匕す狀ぼ、 

その噩営•総面積港グmo町歩であり、綿資本投下最は故百万円匚逢 

するであろう。このような人綏営は実際に執的樹剔買本の下で癌!！ 

化さ机る育秘経堂匕してはほとんごない匕いえよう。ビからほ匕ん 

ビすべての育林、経営は実際には独立化されていなかったり、資夺蒙 

的経営化さむてI)なふつ仁Dする。」

右の説明によると、在木価格は立木の梱偵匕地代とに分解される 

とみているようにとれる〇このことは次の説明からも韻える。

r——かくして本来ならば多額の可爰黄本を没じて成育すヾさ山 

林が撫樓かきわめて安価に取猬・出束仁わけである。 この際］必桀

的な沃態ではあるが、、土地所有こ山林轻営匕カ'!、司一人に屬するとい 

う事哭である。司じ剌余価健内・都におひて、 地代が、貪本袤経邕の仁 

めの可及資本を提供し、こ・の可茨資本力、、利润"五もたらす。しか枝之 

えず高まりゆく地代が、ますます資本家的饌営会漢腹にし利润さ高め 

る作用&もたらす。一ーこのような地代の高まりを十・分利用し得る 

俚度の規摸における山林所有發邕は貪本彖的・経售を・可睫になし得る

氏の厂林業地代に阙するノート」はー皆明瞭に説明する。

「さて、人工林に於ける差額地代はこの天無生林の地代の理論に 

言あ矗或ンして技:ふ為ス仁賞本を生産価格に含め仁もの匕し-て理解 

でさる。このような万法uおいて天眾生林匕人工林の琶額地代は統 

ー的に把握できる。j
た' から氏にょバば、厂天卷生林と人工林匕は育林或は伐出上での 

技術的二範畴な氐寸かもしれないカヾ、経'淹理論将に地代理諭におい 

ては林業という同一槪念で把糧さ刑、る」ことになるのである。疗働 

集約なスギ林の地代が粗族:なマッ林の地代え規定.する匕み色り甘ス



のも前に見伫ような見方からする当照の結論であろ。このような晃 

方は石渡氏とは会く異る.その何れの見方が正しいか。筆者•の貧弱" 

なマルクス理論Q理解の卷愛では判断がつきか妝るのであるか、、石 

渡氏の見方の方により正当性があるように思う。それ叫ともかく匕 

して、高橋氏のような見カをす枳ば、人工林の立木栖格!7)人部分は 

地代部分となり、を林業は地主的丿吐格の極めて建いものということ 

に姦ろう.

倉沢、黑田両氏は、資本の限界効・率が、 利子率より務い限りその投 

實口1二对し股資が統行される匕いう投資誘因に陶する基本味理より 

出凳し、予想の不確実)吐を拾象した厂計算上の限界効率」(•普通に 

いう利殉り)が归ずしも利子孥より依くないに拘らず何故に一般資 

本が齢に向はないかを、礎倍度匕いう新•概忿の暮・入によって説明 

している。E/>即ち、両氏の立てた仮設例に於ては、供給価掐ぐ 

造杯菱)3 0、〇00円 に対し伐期々。年の時の予想收益$5*0ククク 

円であるから計奔上の限界効率は,分となり市場列子・華を々分と寸 

松ば、藍林投資は炒ずしも不利ではないことになる。そ极にも梅らず 

造芯投負が不振なのは、鱼杯投貢はタ"年もの長期賀金の固定.であ 

って不達実检か、 甚しく大きいからいきなりク倉匕2Z分を比較するこ 

とはできないのであって、計舞上の眼界菊率グ介に対しては不殖襲 

胜Jこ基く漁敎<確信芨ーーとは一定の経清組織に於て、或る投資に 

ついて計鼻し・得る限りに於て求められる腹皆効率に対する市埸賀左 

の立埸か、する僖植の度合)を乗じたものを利子率匕比較しな！141 
ばならないから、璀•唐度の如何によって,分が、タ分以下に下り得る 

所に原因があるとする。

印)倉沢 W 熟田迪夫 林業役切二肉する予備的砍究(/)矣号

匕二ろでこの確信度なるものは本术浮動的であり心理的なもので 

あって直樹計璽に耐・ えるものではなI)から、•確信愛によって直接的 

に左右さ旭る数竜的現象をしらえて匯椅度の庄似.疽として代置する 

ことを提衆されている。而して現実の造杯投資・は、氏にょ4Iば、ー・ 

眼市場資金:の流Xが、 みられないこと。他の投貢梭凝に蕙まれない山 

血の谷笊い襄耕地のタい地域で行われてい若こと洋の事実にょって 

林地沂有者・の役資中の眼臂投夷とみなし得るから、造林投黄家か、道 

林投資と同府に设資している他の投賞における眼琴効辛を測定し、 

モ刑らの中最もgものを以、て应似的に造林投資の眠界効翠をとら 

えることそ提衆さなている。氏の仮設例におし)ては、造林投輿の涙 

界効華の碾椿度はず,従って市場の評栖・する践林投質の限界効•芋 

は3分となるから、.前の計舞で废ったタク年白の予想、收盜タs•万円 

はM万円の3分にょる後価合計 ラW万円 であり、従って真の需 

姿価格はヲ,グ万円 の利子翠・分による選元価•2万円で、ある。かく 

して希聾極格は供給価格五下廻り役資選択の尽本泉理からいってー 

般市塀資金は造林投黄に向い得ない匕いう。

さて、このように佬痂投度の限辱効平さ善しく條めているほい確 

信度玄高める契菽匕しては、(/J木技価・格の)B責、也9伐期の 

短縮、(3>市場利子率の依下匕林産物有効蒲要の磐大の3つさあ 

げ、、この内(/)匕(幻は余り見込が、なく、。)の契撥の実現え気永 

に待たざるを锵ない。徒って造林投資を汚斜匕するに.は、補助会と 

か、長期イ氐列融賞といった國家資本の段担による資本浦だによって 

供給価格の引下げ、需耍櫥格の引上げを行う炒雲があると述べられ 

ている。

右の简単な紹介によっても明らかなように両氏の所論は、生産期 

陶の長期性に造林投資の不振の原因起求められ、二;nまで行わ松て 

きた造林は、効率では説明のできない厂自己ガ’「有の土地に自己の資
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金或は号動え投ず衩ばその收溢は確実に自己のあに帰するコといラ 

効・萃竦下の底理によって女配ご杠てきたと遅べられている。

こ祖までも豈林が不振な・のは造林投貿の利題。が、低いからだ匕い 

うふうにひわれてきたが'、此の場合の利廻りは、 前遊の永田•、大崎、 

氏客の論文ヒ衫窺われるように、倉沢氏弄のいう計鼻上の腴邪効華 

そのものを指し、生産期同の長期性について抽象的に觸れるこ匕為 

あっても、そのことな倉沢氏野のように利廻りと直挨結びつけて琴 

邪するこんはなかつfzoそこに倉沢氏寿の統究の萬期的な面が、泛虫 

で>nると共に、鏡っかの团靈呉がI、實rたに提起されることにもなる。

园題点:の第/は、造:林投資の誘因"を景本の限帰効華の大小に水め 

ろ二匕の可"看についてであるが、旣に瓯ヾ仁ように、このような見 

方は、資本や寸働力の白由な移動を前提こする氽りに柚象化さ松仁 

経済理論的な更方であり、我多の与・件に、・つて著しく疫形を受けて 

いる現実の林業仁後近するには少'からすI祁曜的遍•ぎるのではなかろ 

うかということ.で、ある。このこと,は經済・行為ビしての林業近いかに 

把握するかという•根本商題に連なるもので、柵を改めて論し、、てみた 

い。

閉覆京の爵2は、磴信朦のとら九万にある。長期予想の不確実性 

を確倍度匕いう摄森の導入によって整理すること匚は興序はないか、ゝ 

造林投資が、林地作有者の限界投復,である匕いフ觀点から隨信•度,東近 

似的に匕らえるという径栗には若干の疑・向なしとしない。氏のいう 

如く里山より岫部に造林地が乡いとQうT殳的丽はあるにして 

も、例外が、少くなく、又 里山の造林不振Jは' 里山の所為形態" 

反 < は赛袤の零細沂有に篱し、役貨の効孥の间題匕は離れて雲農匕 

の必唉から落葉採取を兼ねる自家用弟T洪林や珠草地となっている而 

がおいので、はなかろうか。更に、このような里山の地力奪略的な利 

用形態は森林が雙冨で木枯の栖値が假かった住昔はりみられる所が 

今く、氷年の慣瞥の故に、又、弛カ悪他の故に造栋さイ(ていない沆 

もクくないに思われる。従・って里山の歴艾的沿革や自照的社会的采 

杵を裕象レて、里山と山樹部とを比較することは当・を得ないように 

恩う。現在、地位ぐ地利に恵まれた林地の売寞価格が、/町歩<r万叫 

とかノa万円・とかいわれてい3宇実を、造袱设貞が林地沂有君の限 

界茨負である匕いう観点から説明・するこヒはできないであろう。又 

一般市埸賈佥が造!林に向はないというが、、匿盛投凄の計算上の腹邪 

効革(利廻〇 )そのものが、修:状金利队上である切は極めて怫で、 あり、 

利子の支靜形式からいっても、部分恭のように伐期にまとめて耦は 

ざるを得ないような沂に市場負金の向う窖はをいで、あろうI
そ礼ならば造林投資の限畀効拏の確信度をいかにして匕ら丸.るか。 

それは适似的にせよめらえ得3ものであるか。ここでわれわれは氏 

の桃・究の理論的基藻であるケインズ、の厂一般理論顼の卒ノN蕈にii 
戻ろう。第ワ師の終りに、

sわれわれがここで、心に財めようと・していることは、将来に 

彩饗を持つ人冋の決蕙は、そ袱が・個人的ほものにせよ、政•洛的なも 

のにせよ、あるいはきた謡・済的なものにせよ、厳基な数学此诲望債 

に依存することを得ないー何故なカばかかる計算をなす基飕か、 

存・左しないからである 匕いう二と・ そして車輪五范転せしめる 

ものはわれわれの生,得的な街動であって、選択すべきもののうちか 

ら出釆得る最善の医抵友行うわ松わ机の合理的な自己は.'可能壮埸 

合には計算ぎなすけれど、も、摩々わ微わ机の動後/気まく、、松とか敬 

情とか債棒とか)こ賴らさしめるという一と、 j於・である。」 と。•

念沢氏はケインズのいう@ く、造林投資の眼早前準の確启凝を直 

椎計算し/得ないから、合理的な投資匿択の結果として現われた造怀 

投資の現・長面の分税•から庄楸的に匯宿度在とらえようとし仁もので、 

あろうが:、しかしケインズ・のいう沂は、血似的な把握をさえ芷苫寸



るよう丘主観的・な要素が長期投資をー左白している匕いう〕、うに解狱 

で、きるのではなかろうか。現実の宜林役實の麥が、燃ずしも倉沢氏の 

指號する如くでない匕す机ば一層その感かX1派い’噗するに、派期予 

想の不確哭性に基く ‘確信度という概忿が、一応夸えら枳るにしても、 

現冥に確樗芸を数量的にとち云ることはたと兄近似的にせよ不可熊 

ではなかろうかと思ラ。

このように考えてくろと、造林投讓の眼券勅宰え計舜することば 

全く無馭なことであるから五めて了うか、又は、ク疋釆のように計界 

上・の腹界効率く利劉り)を蛎て滿足するかの何れか牡匿ばなければ、 

ならなくなる。恐らく綏漕理論白すには、r・時」それも孝ク年という 

他に頰をみなI)「異常な長期」を克服すること作、できずに限界効萃 

の計算え拋乗せ:ざる玄黒ないとI、ラのが、結論ではなかろうか。我ら 

ば造林没貧は経渣行為ではないのか.此の矣の解明・を向題漁の案/ 

に述べた林衆の本貞ということから行ってみたいと考えている。

向題点:の第8は、このように厄介な厂時ノを劾華計算から除外す 

るこ匕はて、きないで、あろうかという笑・である。度に考えつくことは 

建年係続紀甞の場合、收入と芸出匕の间E時間的"ス'、 レが僅かしかな 

いからケインス、のいう如き新投資の限邪効率は冏題にしても、育林 

業経営の收益率(利翅り)は厂時」を琴慮しなくとも計算でさるの 

ではなかろうかといラことである。此の場合資産の重要部分を行す 

蓄損区、管:用価とか期望価匕いった林葉利率五用いる評価方芯にょ 

らずに睦栅主義でゆくならば、劾令林の評価万法にの題はあるにし 

ても、「時」のか入を避けるニと・が、 できる。又、间町作・業の場合で、 

も純收盗の算出を、期本の資.産総額かう期初の資産総祯の差額匕し 

て求めるという複武寐記の方法にょ殂ば、理論上・「時」の介•入なしに 

收益率芝来めるこ匕が、できる。かくして、保続経若で、 あうう匕国宣T 
径営であろうヒその経,雲の厂現汪の收蠢率」を客観的に束める-匕 

は可能△ので、ある。不思議なことに、野杜氏の提衆にも苞らずけW 
二の方芯で育林業の收益率幺英證的に蔵究謂查した匕いうこ匕を南 

かないのであるが、。それはとも角ヒして、徙家涙同されがちだ、った. 

が、育林業の收盜萃(利廻り)と、迪林投資の服邪効莘(利知り)と 

は明らかにその性格え異匚する。前看は径営全体を対・篆とするのに 

召し後者は部"分さ対・象とする。前着の計算にはピ時ユの棒素の介入 

を毆けるこヒができるが、、後者・の計算匚はL時」の卖荥の介へな“不: 

可達である。従って.造林投資と［、 うふうに部分的に切離してその効" 

率をみずに、造林之育林業という経寸を維持又は拡大するための手 

段というふうに考えてゆけば大分異った解狀が生れてくる〇伐跡地 

に对し再造:林を行って保統耗答の夷本锥持な図る場合はおの最も分 

り易い例で、あるが、依跡地M外に新7しに未立木地に造林するとか推 

木林を樹・種改丧して人工林にする匕かした場合も資産がそ松だ、け覆 

え、且つその新しい造林地の生み出す成长・星は、未冥現のもので、は 

あるか’その経営の收益丸椭成することになろばかりで'をく、多くは 

他の成烈林介の代稼童の增加匕I、う畛で間按的に收益の増加が哭現 

化される。従って経售全爆と.してみれば何十耳匕いう昉の殺週走待 

たなくとも造林の新投渙に対応する收姦を或る卷度客観的に匕らえ 

得るのではなかろうか。唯、そのようにして匕らえた造林扱實の眼 

界効率が最大値である匕いう保証は何枝ないが'。何れにしても收盗 

の計测治抛条せしめる昊常・に長いL府」を短縮して收漆の計測を可 

能とすろ手段が、あるのではないかと思うので、此の点更に掘下げて 

厩尺をしてみたいと考えている。

冏題吏:の第タは、元来巨視的な経潦理論であるケインズの厂一般 

理論」さ撇視的な遐林投負の分杭に題用寸ろことの可否についてで、

(.-233林紫経・営に於ける攢签計麻理揄に陷する薩究次〜以夏
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ある。かりに適用・すること苜体に巽論はないにしても、L ー微理亂 

玄造林投資の分組に用ラる場合には、別のより重嘆なポイントがあ 

るのでばなかろうかということである。いうまでもなく厂一般理論」 

は痼人の行動表対・象にしてはいない。道林:投實が、山林沈有者匕いう 

待定の人にど、ういう彩簪をもた.ら珂かという二とで、 はなしに、适林 

投竇が、 一地方やー固の沂得71<率なり窿俑水尊にど、 ういう麦相を与え 

るか匕いうような同鬆こそ厂一般理論」によって解明するべき灯象 

ではな!Jか。全体的匚修い海得・並!に雇備水隼にある日本において, 

とりわけ山討の水隼は依い。山挝の水琴を依からしめている人きな 

原因"は、山村民の主聖冇吏屋手段であろ林地の生産力が低い匕いう 

ことにある。しかしその族い生産力は生産套素の逅授によってまぞ、 

主だS高め得ろ击ので、ある。いわば山村は.ケインズ、のいう不宏金履 

用朔街の典型・的なもの匕さえ考うれる。そのような状態から山村が 

脱却・し得ないのは資金精に長期賈金の換端な欠乏にあろ•目沛の生 

活黄金にさえ不自由な山材民に、何十年か元にならなければ、收入が 

入らない造茹に、かりに造林技資の効華が髙いものであるにしても、 

資金を投下する余裕があろうとは思切れない。條評価に酎える負彖 

聲働を投下するだ:けでも、他になにがしかの現金收3り虫著资混 

な得るここのできる働き口歩あれば、その報酬が、ど、んなに依いもの 

であっても、自家澄働力の余裕はその方に吸收さ札るで、あろう。と、' 

二の山村にもみぢれる手冋ばかり灰山かかって收暈のケい山畑の労 

觀に自彖労働の大半を投下しているのが山村の現哭である。ニれで 

ほ山村の游得水導n上りようがなI)。この悪祐環を。かにして尚ち 

切るか。このような同題こそ「一般理論コの登場すべき舜台では左 

いた、ろうか。(ユグ年ラ月)

. —らノー

聲林茉の收撬性並に造林找貞の効卒

に阕する寿祭 続篇

(2ぎ年に発炭され仁文献について)

前為はユ7样ワ月に書かMたものでめるが、、その後現在までに若 

干の注目すべ、き文献状で.仁ので、てれらについて前精同株のやり方 

で紹介と牴判を試み・ることにした。

まづ前席の終りに匕。あげ仁倉沢、黒田両氏が、、その統席自発i茨 

しているので、、で松からはし、、めることにする。(/)

育成的林木生産に氾・する貢本の假下は、極めて艮期の段資で、 ある 

に何をず、收益又は沆帰は数十年の先において哭現されるに通ざ、ず、 

塵坪收遍又は折得之期術するこ匕はできないこと。そ本に加えて、 

かくして取得しヒ林木賀崖が西券化万至旅動化し株い種魚のもので 

ある匕いう二つの特輿より邪発する。

この•二つの待•廩よりして' 育林に賀本を役下しようとする人は、 

林木が、盅林さnてから伐株に至るまで、の數:十年に亘る民斯囱に何荐 

の收益又は所・彳ネを生まないものとして、その间を生活して舫くだけ 

の生汚資料・の蓄積又はその獲得の見込がなければならないことにな 

る。この生布邊料の奮積をもって、丽氏は、資本理論ぐ［)う生存基 

本の概怂(2) に頰伽M仁セの匕考え.、以下生存基本との岡験で育 

舔役資の介術を逵めている〇

即ち、社会の生存基本の穴きさはその社会の迂回生産の良さを制 

約するわけでめるか、、育林投資のば、あいにはゝま兄にのべたスっの 

特性により一般の資本黄達に投賞するばあいよりも、生停基・一本が、 は

(/)倉沢幣.眾田遊天 林黙・投貝に罔する予備的麻究¢2) 林案釜済 所号 

ュ生弁基本近简単に建技すれ際、•生産射・五っくる期鹵中片働音・な枝う消敏规

友生存・圣本匕いうD
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るかに車要な役割を溟することになる。

そ・こで、たとえばある山林を戒炭科、匕しておくよりも用村・林にし 

え方が、利買が大きい匕する。蘆本が润沢ならば有利な方に投資さ松 

るのが当無やあるから、そこに膏林、投賛が計密さ松ろこ匕になるわ 

げであるか:、、現:哭にはいろいろな制約えうけ、精に生宿基本からの 

制約とうけてその画り宾行さぞ・ない。小面猜の莉炭抓な択戊し出ら 

製荧をやって漸・く暮しているようなばあいには、用材初ゝにしX方が、 

有利なことは分っていても、屋己の搏つ生序基本の尺きさに均衛し 

た疚負期间を選jxttざろをえないということから、そうすることは 

不可能であろう。

このような爭俯を、北久の林業調查によってみると、そこEゴ、 

生序基本M外のEし子が<阕与している仁めに、生存基本の六きさび、直 

ちに育林投資の姿態にそのまま反欧しているとはいえないが、立入 

って夸荼すれば、生存墓本の育林投貧に対嘈る制約が基本的に豊か 

れていることを容易に認のうる.

かくして、卒/に:、膏孤投竄の同題は、心の枠内・でなしに投資 

主体の経潦、すなわら、山拧における賀本舊頫の的題に阕琦して考 

え后ければ在らないこ匕。弟2に、育林投資の可能かど、うかを、単 

に度利針算によるは蠢牲の大小によってみるといづ寿え万は、比歡 

さ杠る銀行預金寄水、漩動的なのに、赫木徴産は非旅動的だがう再考 

さ咦する。と結論している〇

以上が両氏の析論の枫咦であるが、ニニに述べうれている号え方 

は、生序基本という従来林学では紿んピ梗われていなかつ昆経茵学 

上の言莱を用いて、巧みに理論を屐布している点は畜<評価さ・机る 

としても、その人勖はモオ<ほど目新しいものではない。たとえば、、 

まえに紹仆した苗楊氏の林荣髭青論でも、育林業の資本家的綫営が 

理論將に成在あ兼な理由のーつ匕して資本家の生活手’段(王活・丞金) 

一 Q— 

の備蓄"が、矽額ーS耍するこ匕と指德しているし、怎)現汪夹弛中の戏 

採調整•資金の制度も、生・活基金米低利で、旃給して、伐期の廷長すな 

わら虫産の迁廻度な展めることな惹図しているものと阱されるから、 

淳顼この理論の藤にそうものとし)えよう。このように理諦の大筋は 

それほど目新しいものではないにしても、育赫投後にらける生停筌 

本の役割な理論的・に明確にして、その重要性を善胡して〔\る点,は、 

徙来の考え方区欧歩前進せしめ仁ものであって、穴きな進,渉である 

と思う。だ、が、、ここにもやはり2、ヨの能同がある。

そのノは、両氏の前の論文にもひえ,ることでめるが、、払有林涼有 

看の営あ経営のあ態匕の関聃をもつ匕とりあけ、る必耍があるのでは 

ないか匕いう点kである。この定は比兀卅の実態謂查よリの归用の匕 

ころでも、 結論の第/のところでもふめ・ではいるが、、育林投資を制 

約する生存基本の臺を人きく親定するものは、この経営仍贖く秘有 

林帝有者が林業以外の爭菜をしている匕す机は、、それも含めて•)で、あ 

る匕号えら双るから、經営形態匕の弱骈において、生存蔓本と育林 

投資との閥侥をみるように寸:Hば、もっと護諦が探くかつ秘切・きそ 

の匕なったように思う。

•そのNは、Jrり根本的な回・題であるが、、両氏がまえにテインス:、の 

理論を用い、こんど、はオーストリー学派の後本理論を用いた匕いう 

魚で、ある。この2つの論文が全く别・のちの匕し・てに、されたぢのな 

らばともかく、一連のものビしてだ:されたものヒすれば、二の宾は 

大きなあ題である。論文の俅裁からしても•最後に厂本稿は第一報 

で試みた新しい券え方に莉・しい支柱を与・える杪のというここが、でき 

るかもし水ないユ匕いっているこ匕からしても、この二つの論艾は 

明らかに一連のちのである〇

&)髙橋セ・五三 林業匿吏枷の循琨 林柴紙渣タア号
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才一ストリー’学水の資本理論と、ケインス学汰の貞本理論とは、本 

頂的な相選がある。そ柯ゴ、両学譲における利子率に対する見方の 

違いをみただけでも明白である。このようI二異った経済理論を、- 

つの發済学的確究のなかに我判なしにこり入れ・る匕いうことは、譲 

りではないかもしれないが、少く匕も毓究の走后ではない。

筆者には、両竽・簌の経済理論が宠分に分ってはいないので、この 

二つの経清理諦玄一-の硏究のなかにとり入枳己ことによる理論的 

矛窟を指摘することはできないが、少'くとも次のことほUえる上う 

に思う。先し、この両学の経:湾理論を用いて背村投貰の向題々考え 

ようとするならば、——二のこと自体どうかという気がするが—— 

まえ仁資本の複芯劾萃を夸祭したばあいに玄 、 オーストリー学派の 

I)う利青率ま仁は宜然利子華I二ついて、さらには生蓬構造について 

検討すべきではなかったかと。また今回の宝序基.本の间題にしても、 

ケインス、はこの点につI>てビのような考えをもっていたか芝調ヾろ 

減琴が、あったのではな(、がと。

次に育林経営の收益性をテーマにして行われた農技苗題調斐会の 

鈴木尚天、岡本正父、闻'村明達および林業疚術・凳逢史調查会の苦氷 

彰吾の諸氏による林集経漁実陽調査银皆書・松匕りあげよう。(の

本報告書の弟タ章で育林径射の收益牲につI)ての理論的檢討・史行 

ってIIるので、その概要を紹仆しよう。

九大の倉沢、黑田両氏匕は瓯に、従来育林業の收益姓は極めて处 

い匕いわ札ているに拘らず、打攻に銭里村では大正時代以後急速に 

造林地か増加していつ仁かという狼部から出罪する。そして、この 

疑同を解く殖よ、徒来の林学における育林業の收益性の槪怠や' 計

好)林業・轻满夹態謫查款告書 岩手県饌里村林野庁 

—4^/・ 一
舞方法における矛盾にある匕すろ.しからばその矛腐匕は何か。

吾田構!士の「林価資法及献裏敦利学」匕「理論森林経理学」にお、 

ける收益、貢用、利親、地代、利子寄についての説明を引用して、 

そこには、弟・ハ二、経営径済学的に收益一利润の阕係および、それら 

の概念え明雇にしていないこ匕水、 混乱の第一歩であろこ匕、第2に、 

明らかに径営経商学ビ会計専との遥乱がみられ、しかも経営学の理 

論さへ樹立していないので、会計学の枝術阿な取扱いに知題が、透心 

化されていること、第3に、徒って地代は、收益や利润との論理的 

觀点からではなく、単に経置と認めるべきか否か匕いう筋違いの方 

向に向題を提出していろこと。第"に、利于と利岡についての救い 

難I】涡舌しがあるニと喜の矛庖を指衙している。M下弟孕の風題をの 

ぐっての分析を進,めろ。

徙来の舔竽では林業利率のドをあらゆる場合に桟っている。すな 

わろ、土地期望価計舞式たおけるGEP"や瓦给の如くに借入 

資本とうなさ松ているば、あいの利子瘁匕して另、同六の"、〇 pg 

の如くに校下貢本(自己資本)の利子竿匕しても、さらに、絶対・的 

経済効果の算芝式Gr= く —ろ)ハQP における利涧率とみる 

ベ、きばあいにも同じ、林集利華な便っているのは大きな矛盾であると 

指摘する.

そこでこの林業利率なるものを枇刊する.その主なるものは、吉 

田・博土が、厂今利子を所謂生産利子に腹芸して琴えるならば、利手 

なるものは元采辛業健営・の結果义は款の連用の齬果收得せら松仁ろ 

收益のV5から、その吊桂に•対し通当なろ短び、列子匕して赋导さるる 

に依って成立する。叫ら利子の源泉に畋益にある。政に若しその源 

泉仁る收益が眇け枳ぼ利子も勘く、従って利率も依から切、るを得・ぬ 

であろう。故に若し林業経嘗にあける收益力が、低:さが•故に林業利華 

が、本来的な性農として低拳でなければ、ならぬ匕いう事であ村ば、首
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肯しうべぎ合理的な議論であると思惟さるるのである,J匕いって 

いる所を匕りあげていろ。即ら、广その源泉7七ろ收施が勘け秋(靜］ 

子も勘く、徒って利勢も低からざ、る之得ぬ・であろう」匕いうが、林 

業投資の大部分が借受資本によらなけ松は、、ならない匕するならば、 

企業看の收益が低いことに同情して、貸付利孑を低目で我慢する匕 

いう特芯的医慰資着が、•賞本主義社会匚期待で、ざるであろうか。と 

批利し、利子率はZ®々の産業点の持殊柱に何ら徇求さ入ることなく、 

乘合的な别個の経済陶樣によって沃定される匕説く。

何故に利子率についてのこの尿则が・無視されたかについて、林紫 

資本の大部分は他入賣本ではな < て自己資本であるから、その利子 

は他に斐都う欧要はなく、林業襟営者の主愛な收施なのであるから 

という※と、投下された貧本び、樹令匕共に価値生長し、あたかも 

利付實本が年月と共に利子を虫み加算ユれていく相似的な現象に幻 

慈こ松ていること、即ち、自•便的生物的掇能がそのまま社会闾掇で 

あろところの極値の増建機能と同一視さむている宗の二共をあけ、 て 

いる。

要するに、造林責匕して役:下さバた資本は利孑を生也ではなく約余 

価値=利润を生t?のであって、その利肉の中から滑入資’本に対・して 

•一尺の買將を支拼い、また、この利甫匕平・均利润匕の菱額が、地代匕 

して土地排肩者に受諦わ杠ろというわけである。

次に、現実の日本の育林業の收益性算定・方法について。昔えにの 

ヾたのは林業において貢本五義的商备生産制が、艾配的であるばあい 

を想定しての談諦で、 あるが、、現任までの林衆瓶究の发普ではこの惹 

が、まだ、明雄ではないので、ここでは、利涸と地代匕を氐分せず、現 

哭に・林楽家がど、刑程の資本を投じ、ど、れ程の統收监え丸ているか、 

そして結局投じ、た資本に対してと、れ程の利廻りIニなっているかを検 

討しょう匕する。

_ふ7一
このような検討な疔うために次のようなカ広を.匕っている。

(イ)自茨労働は現金•艾出としては0であるが、、ここでは資本的・地 

主経営"について寿えるので、一応歴俑労竇で評価する。

(ロ)管理度は、山林沈有君が隨時見廻るだけであるから含め每い。 

地租,、泉魏、於鋭、森林組各貴は、本来取Iこ.は利凋のなかから艾带 

われろものだ:から扣润率を正龍に求める時には除外さるべ、 ぎだが、、 

收途えうる前に気带わ也る形を匕ってので、こ二では度'委綫簣 

匕して算入する。

心 间伐收入は単に枚術上の庾宜から直ちに供用:snる匕せずに、 

銀行铎に賞金して主J戈晴まで複利的に増殖が、行われる匕する。

G)箕帶価値の斐動については、昭和人〇年以前の斐動はuかな 

る社会)二お、いてもおこりうる疫動こみなして産支えない程蔑のもの 

であり、この菠動が、育林生産,だ、けがのがれるヾ送であるとするの 

は誤りであるから修・正の炒嘍はを(.)とす急。2 j坪财降の爰動は異 

常であるt!、らニの分だけ修正する。

以匕の力針の下に、 綾里村の調查爭例によって亥出に対•する收入 

の利廻りをみると、［ 0り。〜ノ 〇、S。んとなり、また、現枉(昭和な 

ふ年)の楝萍造林黄による利迴りをみる匕、ヲ％帝匕なり、さらに 

造柿補助• 金を号慮する匕見。〜/""匕な专ヒいう。なお標隼造様 

黄は/町歩当り43クアタ円で、3QクQ本蠹.、下刈テ回、除伐ノ回、 

间伐ス.回〔ヱ/Q石)ゝ苗木一本£5円、人天賃:単曲貝5•"円匕なっ 

ており、主伐はタク年で主伐石・数/タけク 石、石・当り夕占•Q円、支 

挝経賁合計ダテ歹円、收入合計/、るク/’久を円(この中にの回 

伐收入の利子約/W万円芝含な>となっている。

ニニ昆えら机仁グ〜2.5 %匕いう利廻りは园債科迪りや銀行預 

金利率よりもはるかに髙いことになり、育林菜は•一般にI)め穴てい 

るような不:利なものではなく、山林作有者も造林慑貢の肩利牲五龐
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信しているのだと論じている。

坎上が、この硏茏の敬要であるか"、二の碗苑が、徒采の林極算法や較: 

利学に対寻る鋭い払刊から出発していろだけに、從來匕はかなり異 

つT二名礼方がご机ていろ。この異つ仁寿え方が、全面的に正しいとす 

れば、ニれは六;きな進歩であろといえろ。

上述の紹介によって・分るように、鈴木氏客の従.茱の戰利学［こ黄"寸 

る枇判の童点はゝ厂利孑と利润についての救い難"I)混亂」にある。 

本来利润率を吊うへ'き沂に利寻孥を用いたり、その利孑禁について 

も、本来隸合的な経済网係によって定主る利子弃でほなしに、 独得 

の林業利率を自己實本、他人食本の区_列さしに用い仁・り、 賀本な利 

浦を生み、その利润の中Z)、ら利子匕地代が、吏據わ松る匕いラ、利润、 

利子'、地代の招互菌係と槌って資本は利子'在生な匕し、その怡果径 

営・昔に帰すべき利润の代りに、地代と綏洪者に果すべぎ企•紫收盗と 

するに至、ったというわけである〇

こ爪らの批判のうちで、林業利華に对する士のは 、傾聽すべゝさ批 

判であると思う。たしかに従来の林福算法にお、ける林業利率は、别 

子華の本屬からみて、嵌った理解の/土方がさ松てき气ように思う。 

林析算法において用いる利子率け、それがどのようなばあひに用い 

られる利子華であるかによって当然異ってくるべきで、市埸利苹の 

うちで、そのようなばあいに通用さるべきセのを"だして心べ 

きであると思う。

しかしたら、利润、利子、地代の相・互戻H系については晟向がある。 

鈴木氏客は、徙茱の林業藪利学では、發営学匕会計学匕の花乩がみ 

られる匕いうWど、も、氏等は参営学をこうの 2に理解してい 

るのであろうか.Wこ、耗邕学と経済学との阕係をどのようにみて 

いるのであろうか。二の三若の相互闻^は、労航価値説に立つ經湾

ーメアー 

理論では、たしかに氏辱のいう通りであろう。しかしここで简ー題に 

しているのは、育林柴の收益性匕いう経皆学上の同題であって、利 

涯!華匕いう経・宙学上のあのではない。

径客学匕会計学匕の舸係については、いろいろの見方があろうが 、、 

大まかにいって、この両学を区分しないで紈ー的方向に向ってI)る 

の作ド、イ、ソ派の强罟、学でありゝ綏営におけろ組織や管理の面を主な 

內客とする径啓学匕、径営計肆の面・な主な内容とする会計学という 

ふうに両学を二つの休案として寿えているのが、芙术源の尋え方であ 

る。(» そ次伽え、いづ敏の学派においても、收盗性の計舞匕い 

う鮭営計算上の固題にあいて、鈴木六,辱が、いラように、厂経啓学の 

理論さえ視立していないので、会計学の技術的な取扱いに向題が、携 

ノ】'化さ机ている」など、匕いうこヒはおこりえないので、はなかろうか。

緑営学(又は会計学)と侄淸学匕の罔係については、いうまでも 

なく前看が、個利径育を対・蒙匕言ろに対・して後巻が主に全!・療經済・を対 

象匕すろこ匕にあるが、ゝ個別経済を綿合し仁ものが、全体経清である 

ヒいうことよりして、この而挙は基接不離な密係に立つ。しかし、 

対象の相冥は、両学の研究方法や学时体笊にス、きな・相呉をも仁ら号 

ことはもらろんであって、・■'つの経営学的硏気の中に轻.育理論衣尊 

入する陳には充分な検討が< 艾耍である。た匕えば'石渡氏が指摘する 

ように、極格、利潤、地代券に对すろ理解の仕方が、、径斎学と径営 

学では本旗的に冀っている。0)経営学における価格匕小地代に対 

する理解の仕方が、そ;Kが独占的企東であるばあいは列であるが、 

一般に与えら松たもの匕して受取る。だ'からその山林の交快価が、塞 

観的•に存狂するならば、その交換:価なをって經磐の保有する土地資

(カ経蓉学洋咲硏〜60頁(平井黍太却)

G)后渡画雄为マ業地代論第ノ章
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産の顋とする。したがって客紐的な收益華乏計算するばあいの分母 

である實本額の中に当雑その土地資産額は入ってくる。このことに 

ついては旣に前褊で何回も述/\、ているのでこの位にしておくが、零 

するに、鈴木氏客の质究には、経済学と松営学匕の漏乱が、みられる。 

ちしその径黄竽にして近代耗済掌ならばX、 そのためにおこる混舌しは 

はろかに少・いであろうが、とま仁ま労働価慰魂に立:つ経清学に拠っ 

ているので、その混虱が大きくなっている。

次に收益算出のお法についての疑肉・在のべる。

案/の氛茴は、経営形賬との兩駢について少しもふハていないこ 

とであるか'、これも旣に何回かのべていろので省略する。

弟Nの誰冏は、第/と崗联すろか、、、筏若目楝が、利廻りの羅奇芝目 

指していろビは思えないものに対して、利廻りをみることによって 

その經営成果と判斷しようと荷ろ二とについての矛盾であるが、こ 

朽千まえピのヾたことがあるので省略する〇

穿3の疑冏は、固・伐收入は主伐時期まで娘行に預金:さかる匕して 

いる代、ここでは我れした育林業"経営匕いうちの乏号えでいるので、 

あるから育林業に再松資されるとした方がよいのではなかろうか。 

もし再投資さ松る匕すれば、•、それは育林業の利翅りによって増殖・す 

るわけであるから、侍別板いせずに、征来涌しDの利廻り計舜方広な 

吊いればよいことになる。•

第<の顕蔺ほ、貨幣椭恒焚動についての风理方法ぐめる加、

は仁しかに/つの考え方として煮味があり、また永田氏はじめ、その 

ような考え方で列姻りえ計算した例が、ケくないが、、たは、二のよう 

にして計算ざれた利廻りを、現在・(伐採時)の銀行預金利率と比簌 

するというのはどうであろうか。冥梁に竇金か、扱下された当時の利 

率と比玫する必实もあるのではない.かと思う。式た鈴木氏等の考え 

方からすれば、銀行漠堡利率よりも平均利潤率又は一般企業・の肽れ 

率と比較した方が、より通切ではーないだ:ろうか。そうでなければ, 

氏客の1>う絞施理論上の地代が、あるかど、うか分らないこ匕になるー。

第Sに、上にのぺた二匕ヒ商府すろか'、育林荣の收益性について 

の理論的琴寨と、実際の計雲ガ法ヒがばらばらであるような感じを 

うける。この辺にも経育学と終莒学との混乱が、あるように建うがど、 

うであろうか。

其の他、土地羅入賞や自家労働の詳価方あについても疑向が、める 

が、旣にのべた•こ匕があるので省咐する。

次に、まえの岩手県綾里扣・の報告書:に同じ趣岳の下に行わかた岐 

尊泉束野村、上村・、蛇川お宾態調查報告嘗泡匕りあげたI)のである 

が、、昔だこの報告書•が入手できないので、、この報告書の槪零五のべ 

た甲斐原:氏の紹介又により、(7)概卑の魅妻をのべるI二とど、めろ。 

室者・のこの報告書についての蕙見は、後日報告蓄電入手してから藏 

当な极会にのべ:る二匕にしたい。

この報告舊でも従来の林学の轶益性概愈の批判から担発している 

が、その批判の仕な寸前の報告書匕は稍異って、経啓の主挨性の物 

癒を大きく匕りあげてI)る。すなわち、

(イ)艾出についても、その箕蛆び現物であるか現金rであるか。労 

働も自・袤洋斷か家狭游働力、ということ:.

(ロ)現金斐出のばあい、ぐ«が借入金か［林業收入か、淺秉余裕 

金か、矛昼收入か、剂孑以:入か辱.

ハ)また丹質についてと、ど、のよラな技,術をもった労惭に何建の 

賃金さ艾出したか。

停の項目をしらべて、その鮭蓉が、/紫か非企業:かを明かにして.、マ

⑺ 宵成林紫の收益性(リ,(2。 林野・通侑 仰、20号
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の上で收益性の測定をいか匚すペ互かということが決足され3はず 

である匕いう。そこで、狷有林、組合林、傷人有林についてそ札ぞ、 

れ実態五調查してその後啓の性格を分木Tしている。この分荷によつ 

て、村有林IWその・侄営目啓が不測の隼備期産の造成にあって.利洵匿 

求にはなく、诛箪や造し林貴用の焦.で村卮と对立しているから企紫で 

はないとする。また組合林は、敬亶匚兗囲え制限さ机仁組合員が、一 

格、となって組合の利益を守っていること、鮭営がすべて組合買自身 

によってなされていること、收入金-の処分において、組令の共局施 

設に使われるのもある拭、各・人平客の現金・配当が行のハていること 

客により共同体的経蓉钵であるとすろ。陋!人肩林は、20戸の内、 

莒利之目取とすろものB戸、賄産的鶴林と日的とす⑥亡のノ /厂で、 

それぞ;K、資金や君廁の調達源、沂有規模、收入金の價途!を其にす 

るという。

以上の挨討によって、版姦性をその搠忿瓯リに踵用・でさる径蓉は 

謫查村に皆無であり、擬制的万蒸に生らほけ机は、枚益性の測定はで 

ぎない匕いう。

次に、职産林の経営効果を笑例によ’って説明する。賄産的'経営の 

個/ゝ有林で、 は、現金支出は土地購入貢以外は舶んど、なく、苜彖矛働 

による経害であるが、、その妨果を経営者は

(イ)現金も苜彖労锄もいつ丸出したか判らないうちに若箱れ感し'' 

ないで支出して、しかも古とまった金・が、入るとごろによさが、あ 

る。

(□)利廻り計鼻では人した儲け(二はな「つなしゝが、 五セし『こ僅かな 

現受を〇年.朱七貯金するなどできないし、役じ仁自家労働も、 

手間稼ぎ'にで、 U匕すれば皆家計量に消えて沃して貯金:にはなら 

ない〇だ、から頭の中での但得よ3もゝ現実にしかをまと洋って 

入3金が、大爭である。

—R一

として財建林の維営効果を讃えている。

また、このばあいの現金支出領I二日彖方勧の屋用分便による譯価" 

潁を加えたもの衣釦便貯金したばあい匕比飲してみる匕、ある例で、 

は(大正元年粉植:、昭和ユ2年•伐株将木代なし)賞幣価値の芟動を 

考えないと、郵便貯金の3、ら倍に对してノヮ〇焙匕なり、貨醪価値: 

の斐動マ腺去:してみても、牙借匕なって郵便貯金よりはるかに有利 

であり、他の利では(現金艾也めり)軒便貯金の以％倍に对し偵幣 

価値の疫動g除去したばあいにもふラ瘩である匕いう。

なお、企業的育林の收:益計算を、お有林について行っている。そ 

の方広は、擬制的方玄芝するわけであるが、、ニのばあいの賁用匕し 

て、造林貸、唐理黃、林道奏辱の現金吏出領とぞの旅動貧本剤孑( 

植裁沮時の最修;利子である勧銀利子ス5% )をらびに土地負本利子 

c植栽当席の推定:土地価格に前記の勧銀兩孑区乗ず、る)の合計領を 

もってし、一方收入は主卧伐收入の合計頌そのままとしている。こ 

うして明治3•月年植栽して昭和/牙年に伐株した林の收支,友!t致す 

ると收入:支L出は5： /である•という。またこのさいの純收入は再 

佳林賞をも席ってなお余剰があるから、砲"有林経営の目的である基 

本助産匕しての役割定果したという。次に他と比較してめうかをう 

る仁めに、雨記の意出額をぎって国債の購入にあてたと.し仁ときの 

元利合計額と比較してみると、 (このときは割伐收入Iこ囲俊利子が 

つくとする)〇・この例では回債投資に対・し倍の备收盗になると 

いう〇

さらに一般企・業の收處率ヒの比較をする仁めに、

好收益華= 0攵入一五虫 
支出・伐期

なる式によって收葢率を出してみる匕ル、S%となるから、戦前の 

-般企業の收益率タ3～从2 %にくらヾるとはるかに髙收塩ぢといラ。



-7.—

これに落する就刊は、まえにのべたようにここで、はしないが、た 

だ次のことだ:けはひっておきたい匕思う。

そ机は、發営の主体僅を明確にする二匕から地めてuることが、、 

従茉のこの極の死究にみられ頁かった人ぎな進歩であること、ぬ産 

林の耗営効果に対する見方がいかにも地についているこ匕、他の授 

資との比較も実糸的であること、徒来圖当に評冊兰朽てさた厂利廻 

りjの意ag.feくみているこヒ等の港貞において、本粮告耆が、すぐ 

松仁ものであるということである。ただ終りの企業的育林の疚益汁 

笄では、收葢率算定式(こ松はまえに紹介した大崎氏の式によく似 

ている)とか、本宋罟利を目的匕する企業的育林業はまえ.の勲産林 

的とli・異って経罟規疾が、大きいという点:を無視して賄産殊:の匕きと 

同じように単独获介をとりあげている京とかに向題が、残さ私ていろ 

ように恩う。

厂林衆経・瞥における收益華」と題する篠琦哲氏の硏:究了)は、説 

明が商単で具体的也收益華の計算方法や、謁查資料の内容が、分ら氐 

いので、 摘要を斬載するに止める。

/、我国ク県下の山君におけるズキI'、ヒノキ人工林、あよぴ新炭’林 

狂調查の対・象匕し仁。

ュ、利廻計算は、次の3種に分けて行つ・。

(/)過し去において実際に收京した資滸による方法。

(2)莉若の資抑・を、現在Lの単価に採算して計璋する方法。

⑶ 施業方法は、その地方の現枉の憤行法に従い、かつ現在の単 

極によって計笄する方袤。

ョ、利瓶は、概してス式、ヒノキ人工株においては、タク年伐期が

(め撅崎哲 林乗経磐にあ、ける收逾率 日本林学公蔬35務• 2号
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高位之示し、耕炭林においてはユク年からヨク年伐期が、有利であっ 

た。

事、利廻計算法のG)によっればあいの利廻は、スギ、、ヒノキ人工 

林では平均ビ％ 莉黄林ではク％を示した。

5、獄柴の利廻計鼻は、地代および管理賞によって氏いに左おさ;K 
るが、また伐期の長短、 および計算の時を異にすることによって 

も影緋される°

る、利迴は3禳の計算法のうち、U)の方沃に比して(N)の方法の 

方が'敏下すろ。概して短伐期のちの程、この影響はクい匕みられ 

るが、、土地購入營おMび、盲理賛の現狂価・诙算が、影響しているよう 

である。

寇获に松:M長雄氏の厂林業における收複童の経済的取筮」を韶仆 

しておさ仁い。&, ニの秋哭は、淮清字にいう生産黄の理論にも 

とづ、乏、 林制二おける收複量づ、生産貨匕価格との阕禄から、ど、の 

ように定められるのが合理的が、という向趙玄主として扳っており、 

收註帷の究明を直接の对氮ヒしているわけではなuか、、收益性の見 

方について示唆するところが甚だ多い。

まづ、林衆生産の菌形態をその追及する經済目標により、

/)営利鮭滬的形態——利国我:ー企蒙

2) 協同組合的形態——株林組合—賞用浦僕の摩、則

3) 共同経済的•形態——回、公有林一社会的兼鉴の充風——

賣甲補償の底則

の 家計充足従淸的形態——効用匿求一折得追求

小規模林業大・中規模林泉

(つ京部夫学演習林報告22号
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また広義の林衆生産(,间断作業)匕林業経営(逢年作業)と自区 

別し、ついでゝセ地用役、羚働、貧本賊を贖入して結合し、林漿生 

産五行うばあい、造敏から出ー荒した林分のS年每の林令における、 

一定の生産画数にも匕づ、く生産賣匕收施の現狂価を計算する。この 

ばあいの生産黄の計算は費用価の方芯により、利率は眷通利華に遮 

いさ%を用いていろ。この計算例では林令ユ石年に丑って收浪の合 

計は生屋黄W亥歸する。すなわち、警廬の利廻り計奠る芯によろ匕 

すれば、ユS年虫のときの利廻りが、S'%強匕いうことである。しか 

し松务氏はこのような利怨り計算方法は匕っていない。

二衣より收獲量の液定擾搆に入るが、豪初・に営利経商的形態ーー 

企票が、 継就して線返•し林業生厘艺行うばあいについて説明する。二 

のばあい、各林令における株施と生産貲とよりそ松そ!机實本価を米 

めればその差複が、利荘!の賈本価匕なる。この計算例では利狷嵐本插 

の最大になるのは協5•坪であり、また、利捌華の最大になる年令を、 

平均收益曲線(各林令における単位生産貸貪本個当り收益資本械の 

斐化を示すもので、爭枝生屋賣章本価をスタノタ円とすれば、 この 

単杭当り收益資本価ユ X /ヽ000叮匕なる)と、期间收益曲 

線(各村令廟の単疽生産.賀貢本価の爰額当りの收雑資本価の差額を 

建ねたもの)どの交怠、匕して求め机ばタ5・玮魂となワ、 利润の最人 

になろ年令より僅かに長い。これがこのときの均衡的伐期令である"

企棠が、/回限りの林業生産を行うばあいは、まえの資本価の代り 

に前価を用いるこ匕になるので、両曲線の玄ゑは若于右に衿動する 

から均術的伐期令が'若干延長さ松る。しかしこのば、あいは同 

の比戦でなければ、ならぬからより辰い伐期匕比較する匕さには、そ 

の差の期間だ:、け利親芝他の爭柴に役資する匕して比較しなければな 

らないから、林柴生産の利進!が他の事紫より高いか低いかによって 

均衡的伐期令が、爰ってくる。ついで、弟埸や瓶業該が、爰化するばあ

— 77 — 
いについても検討している。なあ、、企業が、林業生産を行ラ可能性に 

フいては、一般に株紫生産における貞本の限弄効莘が依いこ匕、且 

資本が、辰く固定さ北1ゝ企業の本丿賁旳な動態時活動が'行い鞋い二と等 

の理由によって難しいとしている。

次に蒙計充/経済的形態一眞家が、林案生産•な行ラは'、あいであるが、 

このは、、あいは、目標が帝得主莪にある仁め複蕉である扒、一あ林業 

生産岌自己有の林地で有利な生理函救によって行っている匕・する。 

二のばあい、主,として雇・.用労動によって生蓬え行う匕きは也代と利 

润の合併した上地純收駐最大の伐期令が適用さ松てよいことになる 

が、' ・現実には必ずしもニうならない。たとえは''、竇產誰指に重貝を 

おくばあいは、荻計辱によって伐期を左右さ松るこ・とになる。しか 

し、このばあひでも、できるだけ桓利にということであれば、株木 

期望価の•最大になる伐期や指率水、用いられてよいと・する。また方働 

沆得に重点にお、くとさは、豊業生産における自家労働の限帰沂徉マ 

賞金7K尊と林業:生産における自家労動の眼辟沈得匕の比較による二 

匕になるが、麗.家の柴剌労上を陵うばあいは生活黄に铮しい※きで 

限・将所•得友下げることか、できる。ただし、对側rE疚下してから牧・益 

がKがる註でに沃年月凯かろから、そ农び、 できるだけの生沽糸判が、. 

1せ要となる。

共同経済的形態のうち国肩林は、企業会計の制度が、匕り入也らm 
て、一見企業のように見えるが、国有林は、私企業的•生産y］ヾ生あ固 

氏経濟的又社会的矛盾を調節する制度であってゝ全体匕してみて営 

利経淹の姓度を顕;示しうるものではなく、本農的には公有林,匕妖に 

いわゆる後用補債の尿則にしたが、うとする。しかし国有林や公有林 

では異れる上位:価1直巨棵.(経喬政策的"、社会政亲附、国家滝祉却等) 

があるので、それに応じて伐期令もいろいろあるが、いブ札も羞用 

補'償の原則の吏配M受1寸、さらに、徴用狷償の伐期.キが寿;しら代る

ヽ
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匕する。ニの伐期令は、平切收益曲館と草位生産黄赧との交煎にょ 

って与えられ、 営利経商的切衡伐期令よりも一艘に延長さnろ。

次に、建年侬業を営・な林業紙莒のばあいについて、そわそ、我の形 

態別に考茄を進めている。

まづ'、企案が、一歩棠級の法:正な令暦搆成区もつ森林を、その生 

産賣で、堪入しな匕する。この例では企業のあげる利润军は3 %にみ 

仁ず、唳界企紫に也い。このばあい合理的ほ收瘦暨と採茉度:の変化 

し仁ときと、鬼模の夜化した匕きとに分けて考祭しくいる。きた睬 

亲度の茨化については、標準年伐量に対して一時的に増伐又は亜代 

する場合C«XI)と猶紫の集約化により林木蓄頹の生産力五蓄 

めて收模墮を管す場合であろ力匚 現機の斐化は生じ、ない場合］裸柴 

度亜)に分ける〇

この建営での徴用遂

(林木蕃獲価十地価十林通施設価)X0.0P十搬出施殻減栖饌即賞 

という囹定費用と苗木代や矛賓号の流動賛用の合計顎に性る〇この 

責用と收複愛匕の囲床から、平均貸用盼誅と限号眼用曲讓と匣)く。 

この両曲條は平坊燹用が、最低になるところで交わり、その烬か'、適.正 

操業:度である。このは、、あい、 題正:躁漿核において限邪利潤か、あれば、、 

限界歲用が、眼乔收益に一致するまで轅業熒を增加させた方が、、 利內 

が、六をくなるようにみえる万、、钵柴の生崖カ・に発旅かない限り、モ 

の規模え維待するには次拜度以阵の操業度の寇縮を診耍とするから、 

それを考慮、すると、布場に著しい爰化が、ない眠り' 通正裸,茱度芝維 

持すろ方が、狗润が大,きい。しかし布埸の麦化が予想さ租ればそ松に 

応じて慶ってくる。 ^

徳集度:］！の度化は複雅であり、かつ、流動賞用の增投=收獲蠻の 

曽加にならず、それ自体圏定:設備たる正幣在・苗蓄獵の改:良に働き、 

それを通じて收橈量の増加をるたら亏から、標業反口の袤化は、林 

ークデー

栄ではかなり狹めら也る。大体集約度の赦い経、台にみられる捏度で 

あろが、、このばあいの有利な操衆凝は、一般企業:のように、限界貰 

用と限界收孫の一致する原である。

規模、すなわち、範営の保為すろ固定貢本の麦.化は、面痍の增;咸、 

輪伐期、施業:方法の斐化客によっておさるが、このうち輪伐期の袤, 

化したばあいについてみる。この規摸のを大が、、輪伐期の斐化にょ 

る林木蓄積の壇加として連統的・に起る匕して、大々の輪・戈窮におけ 

る發磐規模の政正樣業雙に応じた生崖による平均費用の軌跡を求め、 

(長期計街黄用曲線)それより更に眼界萤用掛礫を求める。(長期 

限界黃用曲練)二の両曲線の交点において平均一貲用は最我となり、 

二のときの規揆が、通正規摸と稿せられる。二の視摸に芯ずる輪伐购 

はタ5"年である。しかし、このとき、長期的に単位收益か、、通正好煥 

の平坊甑用より大きいばあいには、その甌正視模をこえて、長期限 

界賛用曲線が単校:收益貌と交わる液くこの例で、はふ0年)を輪伐期 

匕した:ときに利润は最大になる。か・くして、この恢業敏における最 

有利の翰伐期は、単なる林分を对象にして定めら杠た鮭湾的伐期令 

よりノ s年延長さわろことになる。施案力武の袤化について衫同掠・ 

の考祭が、される。

黄用補・貪の旅則の亥配を灵け3共同経済•的形態の場合についても、 

操業度や規膜の袤化を考祭しているか、、二こには、そのうちで、骗 

伐期の麦化I二よって規模の斐化するば、 あいのみについてのべ:ること 

にする。このときは、計富費用曲線匕单枚收盗線とがー我:した京に 

応ずる規模が均衡規愤匕なり、この例では企索のときのらク年より 

更にノ S年延長さ松てク5•年になる。この二匕によって邕有舔にお 

ける商仪期の様用か、理論づ、けうなるとする。

自・己沂柯の上地に、苜已賈金をもって遂年作:聚を営む大、中規模. 

の私有林値筈では、蔑吊の中に地代と黄本利子水、入らないから、笈
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用苟線は企荣のばあいよりはる小にに、なる。二のとミの通定援栄 

度は、上地總収在弱大の栈期令に応ずる收按堑であるか、、実際に苴 

家計の游車えみ仁す所の裸梁底が、とらH、说產雜循の見克ZJ、3なる 

・ヾく標秉吱之類統しようとの労刀がみら枳る。式た濫肩利な展祝は、 

外部になし吏指われる徴用がケい广二め、 同一立・地にる、"ろ佥紫の均 

あ建模よりちはるかに我夫されることなり、輪伐用の廷长ヤ、施荣 

の集約％の余地が大とるる。

帔上は兄全若爭のばあいで.次に独占的茏争におけろ林茶綏営の 

收獲筮を琴奈しているが、奪殊なばあいなのでを略する-

こ::二紹介した裕肉代の瓶究は、かなり長矢な上にX牽か・简淤で、、 

かつての璋解に口径済学や發當孕の荟廃却摭冬眩曜匕づる匕ころか 

ら、はなはだ不充分な紹介になつ「ユ・この不元介な紹介i：•よってセ 

分るように、この極の稲究匕しては出色のものであり、原父につI) 
て理辭を林められることを切望する。この砍究:よついても車若には 

若千の是航匕いう小見解の相涯が、‘ないわけではないが、 爲林泉の岐 

盗牲匕は直棒の陶係获ないQで他:日に譲〇たい。

C ユ礼’ほ、ユ/・灰构記す)


